
Title 顧夢麟『詩經說約』における朱公遷の興論の繼承と展開
Sub Title The inheritance and development of Zhu Gongqian’s theory of ‘xing’ in Gu Menglin’s Shijing

Shuoyue
Author 史, 甄陶(Shih, Chen-Tao)

種村, 和史(Tanemura, Kazufumi)
Publisher 慶應義塾大学日吉紀要刊行委員会

Publication year 2025
Jtitle 慶應義塾大学日吉紀要. 人文科学 (The Hiyoshi review of the humanities). No.40 (2025. ) ,p.225

(108)- 278 (55) 
JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN10065043-20250630-

0225

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


55（278）

顧
夢
麟
『
詩
經
說
約
』
に
お
け
る
朱
公
遷
の
興
論
の
繼
承
と
展
開

史
甄
陶
（
臺
灣
大
學
中
國
文
學
系
）　

著

種
村　

和
史　

譯

1　

は
じ
め
に

本
稿
は
、
明
・
顧
夢
麟
『
詩
經
說
約（

（
（

』（
以
下
、『
說
約
』
と
略
稱
）
に
お
い
て
、
六
義
の
「
興
」
の
技
法
を
用
い
た
詩
句
表
現
（
以
下
、

「
興
體
」
と
稱
す
る
）
を
解
釋
す
る
た
め
に
い
か
な
る
方
法
が
用
い
ら
れ
、
い
か
な
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
か
、
お
よ
び
元
・
朱
公
遷
（
生

卒
年
不
詳
）『
詩
經
疏
義
』（
以
下
、『
疏
義
』
と
略
稱
）
と
い
か
な
る
關
係
を
有
す
る
か
を
主
に
考
察
す
る
。

顧
夢
麟
、
字
は
麟
士
、
別
號
は
織
簾
居
士
、
江
南
の
太
倉
（
現
江
蘇
省
）
雙
鳳
里
の
人
で
あ
る
。
明
・
神
宗
萬
曆
十
三
年
（
一
五
八
五
）

三
月
十
三
日
に
生
ま
れ
、
淸
・
世
祖
順
治
十
年
（
一
六
五
三
）
十
一
月
二
十
日
に
卒
し
た
。
享
年
六
十
九
歳
で
あ
る（

（
（

。
彼
の
著
作
に
は
『
四

書
說
約
』
二
十
卷
、『
詩
經
說
約
』
二
十
八
卷
、『
四
書
十
一
經
通
考
』
二
十
卷
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
科
舉
に
關
係
す
る
著
述

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
學
術
的
價
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
淸
・
朱
彝
尊
（
一
六
二
九
～
一
七
〇
九
）『
經
義
考
』
は
呉
周
瑾
の



說
を
引
い
て
、「
本
書
も
ま
た
科
舉
の
受
驗
生
の
た
め
の
參
考
書
で
あ
る
が
、
し
か
し
經
典
の
意
味
を
新
た
に
解
明
し
た
と
こ
ろ
が
か
な

り
あ
る
（
是
書
亦
舉
子
兎
園
册
也
、
然
於
經
義
頗
有
發
明（

（
（

）」
と
言
う
。
張
壽
林
は
、「
お
お
む
ね
み
な
南
宋
・
朱
熹
（
一
一
三
〇
～
一
二

〇
〇
）『
詩
集
傳
』（
以
下
、『
集
傳
』
と
略
稱
）
を
宗
と
し
つ
つ
、
毛
公
・
鄭
玄
な
ど
諸
家
の
說
を
折
衷
す
る
。
採
用
さ
れ
て
い
る
解
釋

を
調
べ
る
と
、
た
だ
『
集
傳
』
と
『
詩
傳
大
全
』
の
說
を
採
っ
て
合
わ
せ
て
作
ら
れ
て
は
い
る
が
、
す
こ
ぶ
る
入
念
に
選
擇
調
整
を
行
っ

て
い
る
。
故
に
そ
の
議
論
は
み
な
公
平
で
穩
や
か
で
、
學
派
的
な
偏
見
は
な
く
、
か
つ
し
ば
し
ば
新
し
い
說
を
立
て
て
い
る（

（
（

」
と
言
う
。

劉
毓
慶
は
、
顧
夢
麟
を
「
漢
宋
雜
採
派
」
に
分
類
し
、
か
つ
「
朱
（
子
學
）
を
宗
と
し
漢
（
學
）
を
采
る
」、「
朱
說
を
以
て
主
と
爲
し
、

朱
說
の
通
じ
難
き
者
は
則
ち
漢
說
を
采
る
」
と
す
る（

（
（

。
以
上
の
見
解
は
、『
說
約
』
と
漢
學
と
の
繫
が
り
を
よ
く
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
他
、

沙
先
一
と
介
金
嶸
等
は
、『
說
約
』
と
『
集
傳
』
と
の
關
係
に
注
目
し
、
と
り
わ
け
朱
熹
の
賦
比
興
說
と
韻
讀
等
の
問
題
を
重
視
し
て
い

る（
（
（

。
同
時
に
、『
說
約
』
と
明
代
科
舉
と
の
關
係
も
學
界
の
重
視
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
硏
究
に
お
い

て
は
『
說
約
』
と
顧
夢
麟
が
最
も
重
ん
じ
た
朱
公
遷
の
『
疏
義
』
と
の
關
連
に
つ
い
て
は
詳
し
い
考
察
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
『
說
約
』
は
、
な
お
引
き
續
き
追
究
す
べ
き
餘
地
が
殘
さ
れ
て
い
る
。

顧
夢
麟
が
『
說
約
』
を
撰
述
し
た
動
機
と
目
的
は
、
主
に
科
舉
受
驗
生
の
便
宜
の
た
め
で
あ
っ
た
。
明
代
の
科
舉
に
お
い
て
は
明
・
胡

廣
（
一
三
七
〇
～
一
四
一
八
）『
詩
傳
大
全
』
が
主
と
さ
れ
た
。
明
末
の
書
院
は
、
魏
忠
賢
（
一
五
六
八
～
一
六
二
七
）
に
よ
る
東
林
黨

彈
壓
の
影
響
を
受
け
て
大
打
擊
を
被
り
、
つ
い
に
復
興
す
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
。
崇
禎
帝
は
學
校
行
政
を
重
視
し
、
朱
熹
の
著
作
と
『
大

全
』
を
重
ん
じ
て
、
奇
怪
で
で
た
ら
め
な
說
を
廢
棄
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
こ
れ
を
承
け
、
當
時
の
士
人
は
『
大
全
』
の
不
足
を
補
お

う
と
し
て
、「
大
全
」
の
名
を
冠
し
た
四
書
の
注
釋
が
相
繼
い
で
世
に
出
た
が
、
そ
れ
ら
は
『
大
全
』
改
訂
版
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ

た（
（
（

。
こ
れ
ら
と
同
時
期
に
、
顧
夢
麟
は
『
詩
傳
大
全
』
の
缺
點
を
見
て
、『
說
約
』
を
撰
述
し
た
の
で
あ
る
。
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顧
夢
麟
は
『
說
約
』
の
序
文（

（
（

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
主
旨
の
說
明
を
し
て
い
る

―
『
四
書
大
全
』
と
元
・
倪
士
奇
（
一
三
〇
三
～

一
三
四
八
）『
四
書
集
釋
』
と
の
關
係
と
同
樣
、『
詩
傳
大
全
』
は
も
と
も
と
朱
公
遷
の
『
詩
經
疏
義
』
に
基
づ
い
て
編
述
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
故
意
に
そ
の
こ
と
が
隱
匿
さ
れ
た
。
た
だ
、『
四
書
大
全
』
が
内
容
豐
富
で
、
讀
者
の
需
要
を
滿
た
す
も
の
で
あ
っ
た
の
に
對

し
て
、『
詩
傳
大
全
』（
以
下
、
誤
解
の
恐
れ
が
な
い
場
合
『
大
全
』
と
略
稱
）
の
注
解
は
簡
略
で
、
と
り
わ
け
朱
公
遷
が
比
興
を
說
明
し

た
部
分
を
完
全
に
削
除
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
顧
夢
麟
は
、『
大
全
』
の
「
初
本
」
と
彼
が
考
え
る
朱
公
遷
の
『
疏
義
』
に
立

ち
戾
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
上
で
、
さ
ら
に
毛
傳
・
鄭
箋
・
孔
穎
達
『
毛
詩
正
義
』、
お
よ
び
歐
陽
脩
『
詩
本
義
』・
蘇
轍
『
詩

集
傳
』・
嚴
粲
『
詩
緝
』・
呂
祖
謙
『
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
』
な
ど
の
宋
元
以
來
の
詩
經
學
の
重
要
注
釋
書
を
加
え
、
同
時
に
名
物
制
度
の
解

說
を
補
充
し
、
か
つ
ま
た
『
尚
書
』『
左
傳
』『
三
禮
』『
爾
雅
』『
國
語
』
な
ど
の
經
部
や
史
部
の
著
作
の
内
容
を
加
え（

（1
（

、
詩
經
の
最
良
の

注
釋
書
を
新
た
に
編
纂
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
顧
夢
麟
が
改
め
て
『
大
全
』
を
詳
細
に
檢
討
し
た
の
は
、
當
時
の
朝
廷
の
政
策
と
關
係
し
て
お
り
、
ま
た

そ
こ
に
は
『
大
全
』
に
對
す
る
彼
の
微
妙
な
態
度
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
一
方
で
は
、
胡
廣
が
『
大
全
』
を
撰
述
す
る
際
に
朱
公
遷

の
比
興
論
を
削
除
し
た
こ
と
に
不
滿
を
抱
い
て
い
た
が
、
し
か
し
一
方
で
は
、
彼
は
『
大
全
』
を
決
し
て
全
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
改

め
て
修
訂
を
行
う
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
、『
疏
義
』
を
『
大
全
』
の
初
本
と
し
て
捉
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
朱
公
遷
の
比
興
論
に

基
づ
い
て
詩
經
を
注
釋
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
當
時
の
科
舉
の
需
要
に
應
じ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

顧
夢
麟
の
著
述
は
、
明
代
の
科
舉
に
對
し
て
大
き
な
影
響
力
を
發
揮
し
た（

（1
（

。
さ
ら
に
ま
た
、
彼
の
『
說
約
』
は
日
本
の
詩
經
學
に
對
し

て
も
影
響
を
與
え
た（

（1
（

。
こ
の
こ
と
に
鑑
み
、
筆
者
は
『
說
約
』
と
朱
公
遷
の
「
興
」
論
と
の
關
係
を
中
心
に
、
以
下
の
三
つ
の
面
か
ら
考

察
を
行
い
た
い
。
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（
1
）
顧
夢
麟
の
「
興
」
論
は
、
朱
公
遷
の
說
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い
る
か
。

（
2
）
顧
夢
麟
は
、
朱
公
遷
の
考
え
方
に
贊
同
し
な
い
場
合
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
そ
の
說
に
修
正
を
加
え
た
か
。

（
3
）
顧
夢
麟
の
「
興
」
論
の
核
心
を
な
す
觀
點
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
。

2　

朱
公
遷
「
興
」
論
の
受
容

『
大
全
』
の
來
源
が
朱
公
遷
の
『
疏
義
』
で
あ
る
と
い
う
說
は
、
明
代
後
期
か
ら
淸
代
前
期
に
か
け
て
流
行
し
た（
（1
（

が
、
顧
夢
麟
は
最
も

早
く
に
こ
の
說
を
唱
え
た
學
者
の
一
人
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
『
說
約
』
に
お
い
て
、「『
疏
義
』
は
朱
氏
公
遷
の
著
に
し
て
、『
大

全
』
の
從
ひ
本
づ
く
所
な
り
（
疏
義
朱
氏
公
遷
著
、
大
全
所
從
本
也
）」
と
は
っ
き
り
指
摘
す
る（

（1
（

。
つ
ま
り
、『
大
全
』
は
『
疏
義
』
に
基

づ
い
て
撰
述
さ
れ
、
兩
著
が
密
接
な
關
係
を
有
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
彼
は
そ
の
よ
う
に
判
斷
す
る
根
據
に
つ
い
て
明
確
に

說
明
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
さ
ら
な
る
檢
討
が
必
要
で
あ
る（

（1
（

。

一
方
で
、
顧
夢
麟
自
身
も
認
識
し
て
い
る
よ
う
に
、
詩
句
の
解
釋
に
お
い
て
『
疏
義
』
と
『
大
全
』
の
閒
で
明
ら
か
に
說
が
異
な
り
、

し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
が
別
箇
の
學
說
の
繼
承
發
展
の
脈
絡
を
持
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
、
ま
た
事
實
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
雅
「
蕩
」

四
章
の
、

不
明
爾
德　
　
　

爾
の
德
を
明
ら
か
に
せ
ざ
る
こ
と

時
無
背
無
側　
　

時こ
れ　

背は
い

無
く
側
無
け
れ
ば
な
り

爾
德
不
明　
　
　

爾
の
德
を
明
ら
か
に
せ
ざ
る
こ
と
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以
無
陪
無
卿　
　

陪ば
い

無
く
卿
無
き
を
以
て
な
り

こ
れ
ら
の
句
の
解
釋
を
、
顧
夢
麟
は
「
人
無
き
に
由
り
て
の
故
に
明
な
ら
ず
、
是
れ
責
は
輔
弼
に
在
る
な
り
」
と
「
明
な
ら
ざ
る
に
由

り
て
の
故
に
人
無
し
、
是
れ
責
は
舉
錯
に
在
る
な
り
」
と
い
う
二
種
類
に
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
歷
代
の
詩
經
注
釋
の
繼
承
關
係

を
說
明
す
る（

（1
（

。
第
一
の
解
釋
は
、
詩
句
が
言
わ
ん
と
す
る
重
點
は
「
王
の
前
後
左
右
の
公
卿
陪
臣
た
ち
は
、
誰
も
彼
も
が
暴
虐
で
苛
斂
誅

求
を
事
と
し
、
一
人
と
し
て
自
己
の
官
職
に
ふ
さ
わ
し
い
人
格
の
持
ち
主
は
い
な
い
（
王
之
前
後
左
右
、
公
卿
陪
臣
、
皆
暴
虐
聚
斂
之
人
、

而
無
一
人
稱
其
官
者（

（1
（

）」、
つ
ま
り
王
を
補
佐
す
る
忠
良
な
家
臣
が
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
說
は
唐
・

孔
穎
達
（
五
七
四
～
六
四
八
）『
毛
詩
注
疏
』
を
源
流
と
し
、
そ
の
後
、
南
宋
の
呂
祖
謙
（
一
一
三
七
～
一
一
八
一
）『
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
』

と
嚴
粲
（
生
卒
年
不
詳
）『
詩
緝
』、
そ
し
て
明
代
の
『
大
全
』
が
採
用
し
た
。
第
二
の
解
釋
は
、
詩
句
が
言
わ
ん
と
す
る
重
點
は
「
混
迷

惑
亂
し
た
君
主
は
、
是
否
の
判
斷
を
顚
倒
し
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
行
い
を
し
た
（
昏
亂
之
君
、
是
否
顚
倒
、
故
其
所
爲
如
此（

（1
（

）」、
つ

ま
り
人
を
見
る
目
を
持
っ
た
明
君
が
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
、
朱
公
遷
を
嚆
矢
と
し
、
い
ず
れ
も
明
代
の
『
詩
經
』

注
釋
書
で
あ
る
黃
佐
（
一
四
九
〇
～
一
五
六
六
）『
詩
經
通
解
』（
以
下
、『
通
解
』
と
略
稱
）、
徐
光
啓
（
一
五
六
二
～
一
六
三
三
）『
毛

詩
六
帖
講
意
』（
以
下
、『
講
意
』
と
略
稱
）、
沈
守
正
（
一
五
七
二
～
一
六
二
三
）『
詩
經
說
通
』、
陸
化
熙
（
萬
曆
四
一
年
、
一
六
一
三
、

進
士
）『
詩
通
』、
そ
し
て
何
楷
（
天
啓
五
年
、
一
六
二
五
、
進
士
）『
詩
經
世
本
古
義
』
に
影
響
を
與
え
た
。

こ
の
よ
う
に
分
類
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
顧
夢
麟
が
『
大
全
』
と
『
疏
義
』
と
の
閒
に
學
說
上
の
違
い
が
存
在
す
る
と
認
識
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
同
時
に
彼
は
、
朱
公
遷
が
彼
の
先
人
と
は
異
な
る
獨
自
の
解
釋
を
打
ち
出
し
、
か
つ
明
代
の
詩
經
學
者
に
影
響
を

與
え
た
と
も
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、『
疏
義
』
が
『
大
全
』
の
底
本
で
あ
る
と
い
う
說
を
顧
夢
麟
が
唱
え
た
こ
と
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に
關
し
て
は
、
實
例
に
基
づ
い
て
さ
ら
に
整
理
す
べ
き
餘
地
が
あ
る
。
し
か
し
、『
說
約
』
に
收
錄
さ
れ
た
先
人
の
注
釋
か
ら
考
え
る
と
、

顧
夢
麟
は
一
方
で
は
『
大
全
』
の
說
を
部
分
的
に
殘
し
つ
つ
も
、
も
う
一
方
で
は
『
疏
義
』
お
よ
び
上
記
の
明
代
の
詩
經
注
釋
書
の
說
を

增
收
し
て
い
る
。
後
者
は
ま
さ
し
く
顧
夢
麟
が
獨
自
の
態
度
で
詩
經
硏
究
に
向
か
っ
た
こ
と
を
表
す
も
の
で
、
彼
が
朱
公
遷
と
そ
の
影
響

力
を
重
視
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

顧
夢
麟
は
朱
公
遷
の
比
興
論
を
重
視
し
た
が
、
こ
れ
を
六
義
に
つ
い
て
の
彼
の
認
識
の
枠
組
み
の
中
に
置
い
て
み
る
と
、
そ
の
特
殊
性

が
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
る
。
唐
・
孔
穎
達
は
、
六
義
が
『
周
禮
』「
春
官
、
大
師
」
に
言
う
「
六
詩（

（2
（

」
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
大
師
に

よ
っ
て
管
掌
さ
れ
る
と
主
張
し
た（

（2
（

。
朱
熹
も
こ
の
認
識
を
受
容
し
た（
（2
（

。
す
な
わ
ち
、
六
義
は
も
と
も
と
周
の
天
子
を
補
佐
す
る
官
僚
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
高
い
地
位
と
大
き
な
權
力
を
持
つ
編
者
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
顧
夢
麟
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

　

興
と
か
比
と
か
い
う
も
の
は
、
す
べ
て
後
世
の
人
閒
が
そ
の
よ
う
に
見
な
し
た
の
で
あ
っ
て
、
詩
篇
の
作
者
は
こ
の
よ
う
な
名
目

を
自
ら
定
め
る
こ
と
な
ど
は
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
（
興
比
皆
是
後
人
看
岀
、
作
者
全
不
自
定
名
目（

（2
（

）

ま
た
、
小
雅
「
四
月
」
の
按
語
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

南
宋
・
輔
廣
（
生
卒
年
不
詳
）〔『
詩
童
子
問
』
小
雅
「
四
月
」
七
章
「
匪
鶉
匪
鳶
、
翰
飛
戾
天
。
匪
鱣
匪
鮪
、
潛
逃
于
淵
」〕
の

注
釋
〔
に
、「
本
章
は
本
來
は
や
は
り
興
體
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
興
と
し
て
用
い
ら
れ
る
鳥
や
魚
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
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れ
ら
が
興
し
て
い
る
は
ず
の
内
容
を
表
す
語
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
興
と
稱
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
た
、『
匪
（
～
で
は
な

い
）』
と
い
う
字
が
四
つ
あ
る
の
で
、
ま
た
比
と
稱
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
そ
こ
で
朱
熹
『
集
傳
』
で
は
『
賦
な
り
』
と
言
う

よ
り
他
に
し
か
た
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
此
章
本
亦
興
體
、
但
有
所
託
之
物
而
無
所
興
之
辭
、
故
不
可
謂
之
興
、
又
有
四
箇
匪
字
、

故
亦
不
可
謂
之
比
、
而
只
得
以
爲
賦
也
）」
と
言
う
の
〕
を
見
る
と
、
六
義
と
は
、
あ
る
詩
句
が
六
義
の
ど
れ
に
當
た
る
か
最
初
か

ら
定
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
後
世
の
人
閒
が
見
な
し
た
結
果
だ
と
い
う
の
は
、
實
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
（
觀
輔

注
則
六
義
非
有
一
定
之
目
、
皆
是
後
人
看
出
、
尤
信（

（2
（

）

す
な
わ
ち
、
彼
は
六
義
を
周
代
の
太
師
と
關
係
付
け
る
こ
と
に
贊
同
せ
ず
、
ま
た
そ
れ
が
作
者
の
手
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
と
も
考
え

な
か
っ
た
。
そ
う
で
は
な
く
、
六
義
は
後
世
の
人
閒
に
よ
っ
て
歸
納
さ
れ
分
類
さ
れ
た
も
の
だ
と
、
彼
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
顧

夢
麟
は
、
後
代
の
詩
經
注
釋
者
の
中
で
、
朱
公
遷
の
說
を
最
も
高
く
評
價
し
た（

（2
（

。

顧
夢
麟
が
朱
公
遷
を
特
に
重
視
し
た
の
は
主
と
し
て
、
朱
公
遷
が
詩
經
の
興
體
が
成
立
す
る
條
件
を
、
構
造
的
見
地
か
ら
說
明
し
た
こ

と
に
よ
る（

（2
（

。
朱
公
遷
に
よ
る
構
造
的
說
明
の
う
ち
、
最
も
綱
領
的
な
性
質
を
持
つ
說
明
は
周
南
「
關
雎
」
の
注
釋
中
に
見
ら
れ
る
。
顧
夢

麟
は
こ
の
朱
公
遷
の
說
を
引
用
し
て
、
朱
熹
の
注
釋
の
引
用
の
後
、
か
つ
『
朱
子
語
類
』
の
引
用
の
前
に
置
い
た
。
こ
の
よ
う
な
配
置
か

ら
、
興
體
か
否
か
を
判
定
す
る
朱
公
遷
の
方
法
こ
そ
が
、
朱
熹
の
興
論
を
理
解
す
る
鍵
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
朱

公
遷
の
說
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

朱
熹
は
、「
凡
そ
興
と
言
へ
る
者
は
、
文
意
皆
な
此
に
放な

ら

ふ
」
と
言
い
、
故
に
常
に
こ
の
認
識
に
基
づ
い
て
興
を
判
斷
し
た
。
一
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般
的
に
興
體
に
は
意
味
に
よ
っ
て
相
因
る
も
の
と
、
語
に
よ
っ
て
相
應
ず
る
も
の
と
が
あ
る
。
兩
者
を
兼
ね
て
、
意
味
的
に
相
因
り
、

語
と
し
て
も
相
應
じ
る
ケ
ー
ス
は
多
く
、
意
味
的
に
も
相
因
ら
ず
語
と
し
て
も
相
應
じ
な
い
ケ
ー
ス
と
い
う
の
は
き
わ
め
て
稀
で
あ

る
。
例
え
ば
こ
の
「
關
雎
」
の
首
章
で
は
、〔
雎
鳩
と
い
う
〕
動
物
が
雌
雄
連
れ
合
い
に
な
る
樣
に
よ
っ
て
、
人
閒
の
夫
婦
が
愛
情

に
滿
ち
て
い
る
け
れ
ど
も
夫
婦
の
別
を
嚴
格
に
守
っ
て
い
る
樣
を
興
し
て
い
て
、
意
味
的
に
相
因
っ
て
い
る
。
二
章
・
三
章
で
は
物

事
の
當
然
あ
る
べ
き
理
を
興
と
し
て
、
か
つ
上
下
呼
應
し
合
っ
て
詩
句
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
意
味
上
も
相
因
り
語

と
し
て
も
相
應
じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
興
の
中
に
見
ら
れ
る
文
脈
の
流
れ
に
も
反
と
順
と
の
區
別
が
あ
り
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
は

一
槪
に
は
言
え
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
で
詳
し
く
說
明
す
る
（
朱
子
謂
凡
言
興
者
、
文
意
皆
放
此
、
故
嘗
以
此
求
之
。
凡
興
體

有
義
相
因
者
、
有
語
相
應
者
。
相
因
相
應
兼
備
者
多
、
義
不
相
因
而
語
又
不
相
應
者
絶
少
。
如
此
詩
首
章
、
以
物
之
偶
興
人
之
偶
摰

而
有
别
、
義
相
因
也
。
二
章
三
章
以
事
理
當
然
爲
興
、
而
且
上
下
呼
喚
成
文
、
則
義
既
相
因
而
語
又
相
應
也
。
中
閒
文
勢
、
又
有
反

順
不
同
、
其
例
不
一
、
詳
具
各
章（

（2
（

）

朱
公
遷
は
、
興
體
が
成
立
す
る
た
め
の
條
件
は
、
興
句
と
應
句
と
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
上
の
關
連
性
の
有
無
、
お
よ
び
興
句
と
應
句
と
の
實

詞
あ
る
い
は
虛
詞
の
呼
應
關
係
の
有
無
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
内
容
的
關
連
と
形
式
的
呼
應
の
兩
面
を
含
み
、
そ
こ
に
軽
重
の
差

は
な
く
、
平
行
關
係
に
あ
る
。
し
か
も
、
内
容
的
に
は
文
脈
上
の
順
と
反
と
の
違
い
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
の

議
論
は
興
體
の
構
造
お
よ
び
詩
句
の
脈
絡
に
注
意
を
拂
っ
て
お
り
、
明
確
な
體
系
性
を
有
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
顧
夢
麟
は
比
興
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
、
興
と
比
と
の
最
も
大
き
な
違
い
は
、
興
句

と
應
句
と
の
閒
に
「
炤
（「
照
」
の
異
體
字
）
應
」
が
あ
れ
ば
興
で
あ
り
、
な
け
れ
ば
比
で
あ
る
と
主
張
し
、
こ
れ
が
朱
熹
の
考
え
方
に
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合
致
し
て
い
る
と
考
え
る（
（2
（

。
そ
れ
で
は
、
朱
熹
の
ど
の
よ
う
な
考
え
方
と
合
致
す
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
顧
夢
麟
が
引
用
し
て
い
る

『
朱
子
語
類
』
に
從
え
ば
、「
炤
應
が
有
る
」
と
い
う
の
は
、
朱
熹
が
「
興
と
は
あ
る
事
物
を
別
の
事
物
に
對
應
さ
せ
て
言
う
も
の
で
、
上

句
で
興
に
よ
っ
て
詠
い
興
し
、
下
文
で
實
際
に
言
わ
ん
と
す
る
内
容
を
詠
う
（
興
是
以
一
箇
物
事
貼
一
箇
物
事
說
、
上
文
興
而
起
、
下
文

便
接
說
實
事
）｟
譯
者
附
記
（
以
下
同
じ
）

―
『
朱
子
語
類
』
卷
八
〇
、
詩
一
、
綱
領
、
中
華
書
局
排
印
本
、
第
六
册
、
二
〇
六
九
頁
｠」

と
言
う
の
を
指
す
。
そ
し
て
、「
炤
應
が
無
い
」
と
い
う
の
は
、「
比
と
い
う
の
は
本
題
に
入
ら
な
い
も
の
で
、
例
え
ば
何
か
あ
る
事
物
を

比
喩
と
し
て
詠
え
ば
、
そ
れ
で
實
際
に
詠
い
た
い
内
容
を
表
現
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
比
、
則
却
不
入
題
了
。
如
比
那
一
物
說
、

便
是
說
實
事
）｟
同
右（

（2
（

｠」
と
言
う
の
を
指
す
。

興
體
の
成
立
す
る
條
件
で
あ
る
「
炤
應
」
に
つ
い
て
は
、
顧
夢
麟
は
朱
熹
や
朱
公
遷
と
同
樣
に
、「
内
容
」
と
「
形
式
」
の
二
種
類
の

對
應
關
係
を
想
定
す
る
。
ま
ず
、
内
容
的
に
照
應
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
小
雅
「
南
山
有
臺
」
三
章
の
以
下
の
詩
句
を
例
に
し
て
說
明

し
よ
う
。

南
山
有
杞　
　

南
山
に
杞
有
り

北
山
有
李　
　

北
山
に
李
有
り

樂
只
君
子　
　

只こ

の
君
子
を
樂ら
く

す

民
之
父
母　
　

民
の
父
母
な
り

樂
只
君
子　
　

只
の
君
子
を
樂
す

德
音
不
已　
　

德
音　

已
ま
ず

63（270）　顧夢麟『詩經說約』における朱公遷の興論の繼承と展開



こ
れ
に
つ
い
て
、『
大
全
』
は
「
元
の
安
成｟
譯
者
附
記

―
安
福
か
｠の
劉
瑾
氏
は
『
本
章
は
專
ら
そ
の
德
を
贊
美
し
て
い
る
（
安
成

劉
氏
曰
、
此
章
則
專
美
其
德
也
）』
と
言
う
」
と
注
す
る（

（3
（

。
一
方
、
朱
公
遷
は
「
三
章
は
前
〔
の
「
民
の
父
母
な
り
」
の
句
〕
で
贊
美
し
、

後
〔
の
「
德
音　

已
ま
ず
」
の
句
〕
で
祈
る
（
三
章
以
前
美
而
後
祝（

（3
（

）」
と
解
釋
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
南
山
有
杞
」
と
「
北
山
有
李
」

と
は
互
文
〔
す
な
わ
ち
二
句
の
語
句
が
互
い
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
一
續
き
の
意
味
を
形
成
す
る
修
辭
法
。
本
例
で
言
え
ば
、
南
山
に
も
北

山
に
も
杞
と
李
が
生
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
二
つ
の
句
に
語
を
配
當
し
て
表
現
し
た
も
の
〕
で
あ
る（

（3
（

の
で
、
應
句
も
「
其
の
德
を
美
む
」

と
「
其
の
壽
を
祝い

の

る
」
と
言
う
よ
う
に
、
互
文
と
し
て
解
釋
す
る｟
二
つ
の
部
分
に
分
け
て
說
明
す
る
が
、
結
局
は
「
君
子
の
德
を
贊
美
し
、

そ
の
長
壽
を
祈
る
」
と
一
續
き
の
意
味
と
し
て
理
解
す
る
｠必
要
が
あ
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。｟
つ
ま
り
、『
大
全
』
は
朱
公
遷
の
說

に
從
わ
ず
、
元
・
劉
瑾
（
生
卒
年
不
詳
）『
詩
傳
通
釋
』
の
說
に
從
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。｠

こ
の
問
題
に
對
し
て
、
顧
夢
麟
は
按
語
を
付
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

私
が
考
え
る
に
、
こ
の
「
德
音　

已や

ま
ず
」
の
句
に
も
「
彼
が
長
壽
を
得
ら
れ
ん
こ
と
を
」
と
祈
る
氣
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

も
し
劉
瑾
の
「
本
章
は
專
ら
彼
の
德
を
贊
美
し
て
い
る
」
と
い
う
說
に
從
う
な
ら
ば
、『
疏
義
』
が
言
う
二
つ
の
興
の
理
論
を
說
明

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
お
お
む
ね
『
疏
義
』
の
解
釋
は
、
私
の
說
と
み
な
秘
か
に
合
致
し
て
い
る
。『
大
全
』
が
『
疏
義
』
の

說
の
多
く
を
削
除
し
た
の
は
、
閒
違
い
で
あ
る
（
麟
按
、
如
是
德
音
不
已
、
亦
可
見
壽
意
。
若
依
劉
氏
、
此
章
專
美
其
德
、
則
疏
義

兩
興
之
理
難
說
。
大
約
疏
義
解
、
余
皆
與
闇
合
。
大
全
多
芟
之
者
、
非
也（

（3
（

）
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彼
の
認
識
は
朱
公
遷
と
合
致
し
、
興
句
と
應
句
が
い
ず
れ
も
互
文
で
あ
り
、
か
つ
上
下
相
應
し
て
い
る
と
主
張
し
、『
大
全
』
が
劉
瑾

の
說
に
從
っ
て
、
朱
公
遷
の
「
兩
興
の
理
」
を
削
除
し
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
顧
夢
麟
が
朱
公
遷
の
解
釋
の
方
法
と
内
容

と
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
他
に
、
顧
夢
麟
は
詩
句
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
解
釋
す
る
際
に
、
と
り
わ
け
上
句
と
下
句
と
の
繫
が
り
方
が
「
正
」
の
關
係
か
「
反
」

の
關
係
か
を
重
視
し
て
い
る
。
興
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
言
え
ば
、「
正
興
」
と
は
興
句
と
應
句
と
で
表
現
す
る
情
感
の
方
向
性
が
一
致
し
て

い
て
違
い
が
な
い
こ
と
を
指
し
、「
反
興
」
と
は
興
句
と
應
句
が
表
す
情
感
が
互
い
に
對
立
關
係
に
あ
り
、
明
ら
か
な
差
異
が
あ
る
こ
と

を
指
す
。
顧
夢
麟
が
こ
れ
を
重
視
し
た
の
も
、
や
は
り
朱
公
遷
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る（

（3
（

。「
四
月
」
二
章
の
次
の
詩
句
を
例
に
し

て
考
え
て
み
よ
う
。

秋
日
淒
淒　
　

秋
日　

淒
淒
た
り

百
卉
具
腓　
　

百
卉　

具み

な
腓か

れ
ぬ

亂
離
瘼
矣　
　

亂
あ
り
て
離う

れ

へ
瘼や

む
と
き
に

爰
其
適
歸　
　

爰い
は

く
其
れ
適ゆ

き
歸よ

ら
ん

顧
夢
麟
は
「『
疏
義
』
に
據
れ
ば
、
本
詩
の
う
ち
第
二
章
の
み
が
正
興
で
あ
る
（
據
疏
義
則
此
詩
惟
第
二
章
正
興（
（3
（

）」
と
言
い
、
朱
公
遷

の
解
釋
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
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『
疏
義
』
に
次
の
よ
う
に
言
う

―
嚴
し
く
冷
た
い
態
度
で
威
力
を
振
る
っ
た
な
ら
ば
、
萬
物
は
み
な
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

世
が
亂
れ
人
々
が
散
り
散
り
ば
ら
ば
ら
に
な
る
よ
う
な
危
害
を
受
け
た
な
ら
ば
、
い
ず
こ
に
行
こ
う
と
も
身
を
安
ん
ず
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
植
物
は
み
な
そ
の
よ
う
に
病
み
萎
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
し
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
疲
弊
し
た
人
民
で
溢
れ
て
い
る
。
亂
世
の

氣
象
は
萬
物
が
凋
落
す
る
秋
と
同
じ
で
あ
る
の
で
、
秋
の
景
色
に
よ
っ
て
興
を
起
こ
し
た
（
疏
義
肅
殺
用
威
、
則
何
物
可
免
。
亂
離

爲
害
、
則
何
處
可
安
。
草
木
之
病
者
皆
然
、
人
民
見
病
者
隨
地
而
然
也
。
亂
世
之
氣
象
與
秋
之
凋
瘵
同
、
故
以
起
興（

（3
（

）

注
釋
中
、「
同
」
の
字
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
秋
に
木
の
葉
が
枯
れ
落
ち
る
風
景
と
亂
世
に
人
民
が
離
散
し
疲
れ
苦
し
む
樣
子
と
が
、

そ
の
文
勢
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
故
に
こ
れ
は
「
正
興
」
な
の
で
あ
る
。

「
反
興
」
に
つ
い
て
は
、
小
雅
「
四
月
」
四
章
の
次
の
詩
句
が
例
に
な
る
。

山
有
嘉
卉　
　

山
に
嘉
卉
有
り

侯
栗
侯
梅　
　

侯こ

れ
栗　

侯こ

れ
梅

廢
爲
殘
賊　
　

廢な
ら

ふ
て
殘
賊
を
爲
す

莫
知
其
尤　
　

其
の
尤
を
知
る
莫
し

顧
夢
麟
の
注
は
、『
疏
義
』
の
以
下
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
。
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物
の
美
と
い
う
の
は
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
は
餘
す
こ
と
な
く
發
揮
さ
れ
る
も
の
な
の
で
知
る
こ
と
が
た
や
す
い
。
と
こ
ろ
が
、
人

の
善
の
方
は
と
言
え
ば
、
な
ん
と
變
化
し
て
惡
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
物
の
性
は
常
に
變
わ
り
な

い
が
、
人
の
性
に
は
常
が
な
い
。
こ
れ
は
人
が
物
に
及
ば
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
興
を
起
こ
し
て
い
る
（
物
之
美
者
能
全
其
美
、
可
見

也
。
人
之
善
者
乃
變
而
惡
、
不
可
知
也
。
物
性
有
常
、
人
性
無
常
、
此
以
人
不
如
物
起
興
也（

（3
（

）

す
な
わ
ち
、
詩
人
は
「
物
」
が
缺
け
る
と
こ
ろ
な
く
美
し
く
常
に
變
わ
ら
な
い
こ
と
の
對
比
と
し
て
、
人
閒
の
性
が
善
か
ら
惡
へ
と
變

わ
っ
て
し
ま
う
常
無
き
樣
を
見
て
取
り
、
そ
こ
か
ら
「
人
は
物
に
及
ば
な
い
」
と
い
う
感
慨
を
發
し
た
と
、
朱
公
遷
は
言
う
の
で
あ
る
。

顧
夢
麟
は
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
一
步
進
め
て
解
釋
す
る
。

　

私
が
考
え
る
に
は
、『
疏
義
』
の
說
に
據
る
な
ら
ば
、
物
の
不
變
に
よ
っ
て
人
の
變
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
物
の
理
解
し
や
す
さ

に
よ
っ
て
人
の
理
解
し
が
た
さ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
變
不
變
と
可
知
不
可
知
の
二
つ
の
意
味
は
互
い
に
關
聯
し
合
っ
て
い

る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
な
が
ら
變
の
意
味
の
方
に
、
よ
り
重
心
が
置
か
れ
て
い
る
（
麟
按
、
如
上
說
、
以
不
變
炤
變
、
可
知
炤
不
可

知
、
兩
意
雙
關
、
然
變
爲
意
較
重（

（3
（

）

こ
こ
に
は
、
雙
關
語
と
い
う
視
點
か
ら
、
興
句
と
應
句
と
が
「
不
變
」
と
「
變
」、「
可
知
」
と
「
不
可
知
」
と
い
う
文
脈
的
に
反
對
の
、

二
層
の
對
照
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
說
明
し
、
さ
ら
に
細
密
に
分
析
し
て
い
る
。
し
か
も
、
本
詩
の
末
尾
で
、
顧
夢
麟
は
次
の
よ
う
に
總

括
す
る
。
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『
疏
義
』
に
據
れ
ば
、
本
詩
は
た
だ
第
二
章
の
み
が
正
興
で
、
首
章
、
三
、
四
、
五
、
六
章
は
み
な
反
興
で
あ
る
（
據
疏
義
則
此

詩
惟
第
二
章
正
興
、
一
章
、
三
章
、
四
章
、
五
章
、
六
章
俱
反
興
也（

（3
（

）

こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
顧
夢
麟
が
用
い
る
「
正
興
」
と
か
「
反
興
」
と
い
う
語
彙
は
彼
自
身
が
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
槪
念
は
朱
公
遷
か
ら
受
け
繼
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
、「
形
式
」
上
「
炤
應
」
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
朱
公
遷
は
、
虛
詞
に
よ
る
呼
應
を
興
と
考
え
る
べ
き
だ
と
特

に
強
調
し
た
が
、
顧
夢
麟
も
や
は
り
こ
れ
を
重
視
し
た
。
鄭
風
「
野
有
蔓
草
」
首
章
を
例
と
す
る
。

野
有
蔓
草　
　

野
に
蔓
草
有
り

零
露
漙
兮　
　

零
露　

漙た
ん

た
り

有
美
一
人　
　

美
な
る
一
人
有
り

清
揚
婉
兮　
　

清
揚　

婉
た
り

邂
逅
相
遇　
　

邂た
ま
さ
か逅
に
し
て
相
遇
は
ば

適
我
願
兮　
　

我
が
願
ひ
に
適あ

た

ら
ん

『
大
全
』
は
た
だ
朱
熹
『
集
傳
』
の
内
容
を
引
用
す
る
だ
け
で
、
そ
の
他
の
注
釋
は
列
擧
し
な
い
。
そ
れ
に
對
し
て
、
顧
夢
麟
は
朱
熹
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の
注
解
の
後
に
、
朱
公
遷
の
注
釋
を
引
用
し
て
、「『
疏
義
』
に
、『
も
と
も
と
詩
人
が
身
を
置
い
て
い
る
場
面
に
基
づ
い
て
、
こ
の
句
を

賦
し
、
さ
ら
に
そ
の
〔「
有
り
」
と
い
う
〕
語
を
用
い
て
〔
興
句
と
應
句
と
を
〕
呼
應
さ
せ
た
』
と
あ
る
（
疏
義
、
本
卽
所
在
而
賦
之
、

又
用
其
語
相
呼
也（

（4
（

）」
と
言
い
、
さ
ら
に
、
顧
夢
麟
自
身
の
見
解
を
付
け
加
え
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

私
が
考
え
る
に
、『
大
全
』
は
全
篇
『
疏
義
』
に
基
づ
い
て
著
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
疏
義
』
が
六
義

に
つ
い
て
述
べ
た
個
所
を
、
常
に
削
除
し
て
載
せ
て
い
な
い
の
は
、
ま
っ
た
く
笑
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
（
麟
按
、
大
全
皆
本
疏
義
者

也
、
然
於
言
六
義
處
、
毎
芟
而
不
載
、
可
笑（

（4
（

）

つ
ま
り
顧
夢
麟
は
、
朱
公
遷
が
本
詩
「
野
に
蔓
草
有
り
」
と
「
美
な
る
一
人
有
り
」
の
二
句
の
「
有
り
」
と
い
う
語
が
呼
應
し
て
、
兩

句
が
興
句
と
應
句
の
關
係
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
説
明
し
た
の
に
、
こ
の
部
分
を
『
大
全
』
が
削
除
し
た
と
考
え
て
、
そ
れ
故
に

『
說
約
』
の
中
で
特
に
朱
公
遷
の
說
を
引
用
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
他
、
顧
夢
麟
は
朱
公
遷
の
考
え
方
を
、
彼
自
身
が
詩
經
の
興
體
を
判
斷
す
る
方
法
と
し
て
應
用
し
て
も
い
る
。
小
雅
「
車
舝
」
四

章
の
、陟

彼
高
岡　
　

彼
の
高
岡
に
陟の

ぼ

り

析
其
柞
薪　
　

其
の
柞
薪
を
析さ

く

析
其
柞
薪　
　

其
の
柞
薪
を
析
か
ん
こ
と
は
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其
葉
湑
兮　
　

其
の
葉　

湑し
ょ

た
れ
ば
な
り

鮮
我
覯
爾　
　

鮮よ

き
か
な　

我　

爾な
ん
ぢに
覯あ

ひ
て
は

我
心
寫
兮　
　

我
が
心　

寫う
つ

り
な
ん

で
は
、
彼
は
朱
公
遷
の
注
を
引
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
按
語
を
加
え
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

私
が
考
え
る
に
、『
集
傳
』
の
〔
本
章
の
注
に
「
陟
岡
而0

析
薪
則0

其
葉
湑
兮
矣
。
我
得
見
爾
則0

我
心
寫
兮
矣
」
と
言
い
〕「
而
」
と

「
則
」
の
字
〔
を
用
い
て
詩
句
の
脈
絡
を
說
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
〕
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
半
四
句
で
後
半
二
句
を
興
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
興
句
の
意
味
の
脈
絡
の
中
に
さ
ら
に
一
つ
の
轉
折
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
も
さ
ら
な
る
一
つ
の

ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。『
疏
義
』
は
、
そ
の
說
明
が
周
到
で
素
晴
ら
し
い
が
、
殘
念
な
こ
と
に
『
大
全
』
は
載
せ
て
い
な
い
。「
薪
」
は

音
「
襄
」
で
「
岡
」
と
押
韻
す
る
。「
寫
」
は
想
羽
の
反
で
「
湑
」
と
押
韻
す
る
○
細
か
に
詩
句
を
吟
味
す
る
と
、
ま
た
「
其
」
字
、「
我
」

字
を
呼
應
さ
せ
て
興
と
し
て
い
る
（
麟
按
、
集
傳
而
・
則
字
、
是
以
四
句
興
二
句
、
而
就
興
意
中
又
作
一
轉
折
、
另
一
體
也
。
疏
義

周
旋
頗
妙
、
恨
大
全
不
載
。
薪
、
音
襄
、
與
岡
叶
。
寫
、
想
羽
反
、
與
湑
叶
。
○
細
玩
亦
以
其
字
・
我
字
相
呼
爲
興（

（4
（

）

顧
夢
麟
は
、
朱
熹
が
注
釋
中
で
用
い
た
轉
折
の
助
詞（
（4
（

か
ら
本
詩
の
興
體
の
範
圍
を
判
定
し
て
、
前
半
四
句
を
興
句
、
後
半
二
句
を
應
句

と
し
た
。
彼
は
、
朱
公
遷
の
說
明
も
重
視
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
に
も
關
わ
ら
ず
『
大
全
』
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
こ
と
を

惜
し
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
顧
夢
麟
が
、
本
章
の
興
句
の
「
其
」
の
字
と
應
句
の
「
我
」
の
字
と
が
相
呼
應
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し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
、
こ
こ
に
は
朱
公
遷
が
興
體
を
判
斷
す
る
の
に
用
い
た
方
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

實
詞
の
對
應
關
係
に
つ
い
て
は
、
秦
風
「
車
鄰
」
二
章
、

阪
有
漆　
　
　

阪
に
漆
有
り

隰
有
栗　
　
　

隰
に
栗
有
り

既
見
君
子　
　

既
に
君
子
を
見
れ
ば

竝
坐
鼓
瑟　
　

竝な
ら

び
坐ゐ

て
瑟
を
鼓
す

今
者
不
樂　
　

今い

ま者
樂
し
ま
ざ
れ
ば

逝
者
其
耋　
　

逝ゆ

く
者ひ
と　

其
れ
耋を

ひ
な
ん

を
注
し
て
、
顧
夢
麟
は
「『
漆
』
と
『
栗
』
に
よ
っ
て
『
瑟
を
鼓
す
』
を
興
す
る
。
詰
ま
る
と
こ
ろ
實
詞
ど
う
し
を
對
應
さ
せ
た
の
で
あ

る
（
以
漆
・
栗
興
鼓
瑟
、
畢
竟
實
字
相
應（

（4
（

）」
と
強
調
す
る
。

ま
た
、
小
雅
「
車
舝
」
五
章
の
、

高
山
仰
止　
　

高
山
を
ば
仰
が
ん

景
行
行
止　
　

景
行
を
ば
行
は
ん

四
牡
騑
騑　
　

四
牡　

騑ひ

ひ騑
た
り
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六
轡
如
琴　
　

六
轡　

琴
の
如
し

覯
爾
新
昏　
　

爾
の
新
昏
に
覯あ

ふ
て
は

以
慰
我
心　
　

以
て
我
が
心
を
慰や

す

ん
じ
て
ん

を
注
釋
し
て
、
顧
夢
麟
は
前
半
二
句
が
興
句
、
後
半
四
句
が
應
句
と
捉
え
る
。
こ
れ
は
主
に
、
朱
熹
が
本
詩
本
章
『
集
傳
』
で
「
高
い
山

な
ら
ば

0

0

仰
ぎ
見
る
こ
と
が
で
き
、
景
行
（
大
き
な
道
）
で
あ
れ
ば

0

0

進
む
こ
と
が
で
き
る
。
馬
が
從
順
で
御
者
が
優
れ
て
い
る
な
ら
ば

0

0

末
娘

を
迎
え
に
行
っ
て
我
が
心
を
慰
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
高
山
則0

可
仰
、
景
行
則0

可
行
。
馬
服
御
良
、
則0

可
以
迎
季
女
而
慰
我
心
也（
（4
（

）」
と
、

三
つ
の
「
則
ち
」
の
字
を
用
い
て
訓
釋
し
て
い
る
こ
と
を
根
據
と
し
て
、
興
體
の
範
圍
を
確
定
し
た
の
で
あ
る｟
譯
者
附
記

―
朱
熹
は

本
章
上
二
句
が
興
句
で
あ
る
と
捉
え
、
か
つ
そ
れ
ぞ
れ
が
條
件
結
論
か
ら
な
る
句
構
造
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
「
高
山
な
れ
ば
則
ち
仰
ぐ

べ
く
」
と
「
景
行
な
れ
ば
則
ち
行
く
べ
し
」
と
條
件
と
結
論
の
關
係
の
句
を
繫
ぐ
働
き
を
持
つ
副
詞
で
あ
る
「
則
ち
」
の
語
を
用
い
て
注

す
る
こ
と
で
示
す
。
應
句
に
つ
い
て
は
、「
四
牡　

騑ひ

ひ騑
た
り
」「
六
轡　

琴
の
如
し
」
の
二
句
を
ま
と
め
て
「
馬
は
從
順
に
命
令
に
從
い
、

御
車
は
技
術
が
優
れ
て
い
る
な
ら
ば
」
と
條
件
節
と
し
て
捉
え
て
解
釋
し
た
上
で
、「
爾
の
新
昏
に
覯あ

ふ
て
は
、
以
て
我
が
心
を
慰や
す

ん
じ

て
ん
」
が
そ
の
結
果
節
で
あ
る
こ
と
を
、「
則
ち
」
の
語
を
用
い
て
示
し
た
｠。
し
か
し
な
が
ら
、
興
句
と
應
句
が
ど
の
よ
う
に
照
應
し
て

い
る
か
に
つ
い
て
は
、
朱
熹
は
明
確
な
說
明
を
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
對
し
て
顧
夢
麟
は
、
本
章
で
照
應
關
係
が
あ
る
の
は
前
半
の
四

句
の
閒
、
す
な
わ
ち
興
句
は
第
一
句
の
「
高
山
」
と
第
二
句
の
「
景
行
」
が
應
句
第
三
句
の
「
四
牡
騑
騑
」
と
第
四
句
の
「
六
轡
如
琴
」

と
に
そ
れ
ぞ
れ
對
應
し
て
い
る
の
だ
と
說
明
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
說
明
で
は
、
明
ら
か
に
興
句
と
應
句
と
が
實
詞
に
よ
っ
て
照
應
し
て

い
る
こ
と
に
な
る（

（4
（

。
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以
上
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
朱
熹
は
「
興
」
を
詩
經
の
作
者
が
そ
の
情
感
を
表
現
す
る
た
め
に
用
い
た
創
作
手
法
の
一
つ
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
朱
熹
が
〔
周
南
「
關
雎
」
の
注
の
中
で
「
興
」
を
定
義
し
て
〕「
ま
ず
他
の
物
を
表
現
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
詩

人
自
身
が
本
來
詠
い
た
か
っ
た
言
葉
を
導
き
出
す
（
先
言
它
物
以
引
起
所
詠
之
詞
）」
と
言
っ
た
興
體
と
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釋
し
た
ら

よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
對
し
て
、
朱
公
遷
は
「
義
相
因
る
」
と
「
語
相
應
ず
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
答
え
た
。
彼
は
詩
經

の
興
體
の
詩
に
お
け
る
文
脈
の
流
れ
と
詩
句
の
構
造
、
言
い
換
え
れ
ば
、
詩
經
の
興
句
と
應
句
と
の
言
語
的
體
系
性
に
注
目
し
、
そ
れ
を

議
論
の
枠
組
み
と
し
た
。
形
式
と
内
容
と
い
っ
た
面
か
ら
詩
人
の
心
理
的
活
動
の
あ
り
さ
ま
を
說
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
顧
夢
麟

の
「
炤
應
」
說
は
、
朱
公
遷
の
學
說
と
構
造
的
に
相
似
て
い
る
。
彼
は
そ
の
『
說
約
』
の
中
で
、
朱
公
遷
の
經
說
を
大
量
に
引
用
し
て
、

そ
の
詩
經
注
釋
と
し
て
の
地
位
を
高
く
評
價
し
た（

（4
（

だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
「
互
文
」
や
「
雙
關
」
な
ど
と
い
っ
た
創
作
技
法
に
よ
っ
て

詩
經
の
意
味
内
容
を
說
明
す
る
こ
と
で
、
朱
公
遷
の
學
說
を
よ
り
積
極
的
に
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
、
顧
夢
麟
が
朱
公
遷
を
と
り
わ

け
强
調
し
た
理
由
は
、
主
に
朱
公
遷
の
體
系
的
な
文
學
的
視
點
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
。
す

な
わ
ち
い
か
に
し
て
、
詩
經
の
詩
篇
が
ど
の
よ
う
な
規
則
で
作
ら
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
興
體
の
特
徵
を
把
握
し
、
詩

經
の
詩
篇
の
意
味
を
解
釋
す
る
た
め
の
出
發
點
と
す
る
か
と
い
う
問
題
意
識
で
あ
る
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
を
強
調
す
る
た
め
に
、
顧
夢
麟
は

朱
公
遷
の
『
疏
義
』
が
『
大
全
』
の
「
初
本
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
疏
義
』
の
重
要
性
を
際
立
た
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
一
步
を
進
め
て
、
時
代
の
要
求
に
應
え
る
科
舉
の
た
め
の
經
書
の
注
本
、
す
な
わ
ち
『
說
約
』
を
編
纂
し
、
そ
れ
と
同

時
に
『
大
全
』
の
至
ら
な
さ
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
も
う
一
點
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
顧
夢
麟
が
、
詩
の
六
義
と
は
後
世
の
注
釋
者
に
よ
っ
て
考
え

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
明
確
に
主
張
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
朱
熹
と
朱
公
遷
が
詩
篇
の
作
者
の
立
場
か
ら
六
義
を
說
明
し
解
釋

73（260）　顧夢麟『詩經說約』における朱公遷の興論の繼承と展開



を
行
っ
た
の
と
は
異
な
る
。
さ
ら
に
は
、
顧
夢
麟
に
よ
る
詩
經
の
興
體
の
體
系
性
に
対
す
る
說
明
は
、
朱
公
遷
の
認
識
を
ま
っ
た
く
祖
述

し
た
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
そ
こ
に
は
朱
公
遷
獨
自
の
觀
點
が
あ
る
。
次
節
で
こ
の
問
題
を
考
察
し
た
い
。

3　

朱
公
遷
の
經
說
を
修
正
す
る
方
法

顧
夢
麟
は
、
興
體
の
成
立
条
件
を
考
察
す
る
際
に
は
主
に
朱
公
遷
の
認
識
を
繼
承
し
た
が
、
詩
篇
の
意
味
を
讀
解
す
る
上
で
は
、
朱
公

遷
の
解
釋
と
ま
っ
た
く
同
じ
と
い
う
わ
け
で
な
か
っ
た
。
兩
者
の
說
の
違
い
は
以
下
の
二
つ
の
狀
況
で
最
も
多
く
見
ら
れ
る
。
第
一
に
、

興
體
の
詩
句
の
文
脈
の
流
れ
に
つ
い
て
の
判
斷
に
違
い
が
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
正
興
」
で
あ
る
か
「
反
興
」
で
あ

る
か
の
認
識
の
差
異
で
あ
る
。
第
二
に
、
興
體
に
お
い
て
興
句
と
應
句
と
が
意
味
的
に
關
連
性
を
有
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
見
解
の
違

い
が
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
義
を
取
る
興
か
、
義
を
取
ら
ざ
る
興
か
と
い
う
、
興
體
に
お
け
る
判
斷
の
違
い
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
場
合
、
顧
夢
麟
が
朱
公
遷
の
解
釋
を
修
正
す
る
た
め
に
主
に
用
い
た
の
は
、
詩
經
の
テ
キ
ス
ト
と
朱
熹
の
『
集
傳
』
に
立
ち

戾
り
、
詩
經
の
興
體
の
範
圍
を
改
め
て
確
定
し
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
詩
意
を
解
釋
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
以
下
に
こ
の
問
題
に
つ
い

て
說
明
し
た
い
。

①　

詩
經
の
テ
キ
ス
ト
を
根
據
と
す
る
方
法

顧
夢
麟
は
詩
經
の
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
、
改
め
て
詩
篇
の
意
味
内
容
を
解
釋
し
、
そ
れ
と
と
も
に
興
體
の
正
と
反
、
お
よ
び
義
を
取

る
興
か
取
ら
ざ
る
興
か
を
確
定
し
た
。
こ
れ
が
朱
公
遷
の
考
え
方
を
修
正
す
る
際
に
用
い
た
第
一
の
類
型
で
あ
る
。
例
え
ば
、
小
雅
「
青
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蠅
」
二
章
の
、

營
營
青
蠅　
　

營
營
た
る
青
蠅

止
於
棘　
　
　

棘
に
止ゐ

よ

讒
人
罔
極　
　

讒
人　

極や

む
罔な

し

交
亂
四
國　
　

交か
は

る
が
わ
る
四
國
を
亂
る

の
解
釋
に
つ
い
て
、
彼
は
朱
公
遷
の
考
え
に
贊
同
し
な
か
っ
た
。
彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

私
が
考
え
る
に
、『
疏
義
』
は
「
青
蠅
は
止
ま
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
に
、
讒
言
す
る
も
の
の
方
は
窮
ま
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
興
句
の
意
味
を
反
轉
さ
せ
て
興
と
し
て
い
る
例
で
あ
る
」
と
言
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
で
は
「
交か

は

る
が
わ

る
四
國
を
亂
る
」
と
い
う
句
が
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。「
營
營
た
る
青
蠅
」
が
順
接
的
に
「
讒
人
極や

む
こ
と
罔な

し
」
を

興
し
、「
棘
に
止
ま
る
」
が
順
接
的
に
「
交か

は
る
が
わ
る
四
國
を
亂
る
」
を
興
す
る
と
解
釋
す
る
の
が
よ
い
（
麟
按
、
疏
義
、
青
蠅

有
所
止
、
讒
人
則
無
極
、
此
反
其
意
以
爲
興
。
然
如
此
則
遺
了
交
亂
四
國
一
句
、
宜
以
營
營
青
蠅
正
興
讒
人
罔
極
、
止
于
棘
正
興
交

亂
四
國
也（

（4
（

）

も
し
朱
公
遷
の
解
釋
に
從
う
な
ら
ば
、
本
章
は
「
反
興
」
に
屬
し
、
か
つ
興
體
の
範
圍
は
〔「
營
營
青
蠅
、
止
於
棘
」
が
興
句
、「
讒
人
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罔
極
」
が
應
句
〕
と
第
三
句
ま
で
と
な
る
。
解
釋
の
鍵
は
「
止
」
の
字
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
オ
バ
エ
は
止
ま
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

讒
言
す
る
者
は
止
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
顧
夢
麟
は
章
全
體
が
興
體
の
範
圍
に
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の

中
の
興
句
中
の
飛
び
回
る
ア
オ
バ
エ
と
應
句
中
の
他
人
を
陷
れ
よ
う
と
讒
言
す
る
者
と
が
正
興
（
順
接
的
な
興
）、
ア
オ
バ
エ
が
棘
の
木

に
止
ま
る
こ
と
と
讒
言
す
る
者
が
四
方
の
諸
侯
を
搔
き
亂
す
こ
と
も
ま
た
正
興
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
詩
章
の
興
體
の
範

圍
が
詩
句
の
文
脈
の
流
れ
と
意
味
の
解
釋
と
を
決
定
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
例
え
ば
邶
風
「
雄
雉
」
二
章
の
、

雄
雉
于
飛　
　

雄
雉　

于ゆ

き
飛
ぶ

下
上
其
音　
　

其
の
音
を
下
上
す

展
矣
君
子　
　

展ま
こ
とな
る
か
な
君
子

實
勞
我
心　
　

實ま
こ
とに
我
が
心
を
勞
せ
し
む

に
つ
い
て
、
顧
夢
麟
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

私
が
考
え
る
に
、
夫
を
思
っ
て
心
を
疲
れ
さ
せ
る
ま
で
に
な
り
、
ま
た
夫
が
キ
ジ
の
よ
う
に
滿
ち
足
り
て
悠
然
と
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
を
思
う
の
で
あ
る
。
逆
說
的
に
照
應
し
て
い
る
個
所
が
詩
句
の
う
ち
に
隱
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も
雄
雉
の
「
雄
」

の
字
に
や
は
り
作
者
の
意
圖
が
や
や
込
め
ら
れ
て
い
る
。『
疏
義
』
と
黃
佐
『
通
解
』
は
い
ず
れ
も
、
自
分
が
夫
を
思
っ
て
心
を
疲
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れ
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
興
す
る
と
言
う
が
、
從
い
難
い
。「
展
矣
」
以
下
の
二
句
は
一
氣
に
讀
む
べ
き
で
あ
る
。「
展
矣
」
は
心
を
勞

す
に
か
か
っ
て
い
る
。「
展
矣
君
子
」
四
字
だ
け
で
意
味
を
解
釋
し
て
は
い
け
な
い
（
麟
按
、
思
君
子
而
至
於
勞
心
、
亦
是
感
君
子

之
不
能
自
得
如
雉
也
。
反
炤
處
俱
埋
伏
在
内
、
且
雄
雉
雄
字
亦
稍
有
意
。
疏
義
・
通
解
俱
云
、
興
己
之
思
念
勞
心
、
不
可
從
。
展
矣

二
句
、
作
一
氣
讀
。
展
矣
亦
綰
到
勞
心
、
不
可
四
字
讀
住（

（4
（

）

顧
夢
麟
は
、
朱
公
遷
と
黃
佐
と
が
「
實
に
我
が
心
を
勞
せ
し
む
」
の
重
點
を
婦
人
が
夫
を
思
う
あ
ま
り
心
を
疲
れ
さ
せ
る
と
い
う
と
こ

ろ
に
置
い
た
の
に
反
對
し
た
。
彼
の
見
る
と
こ
ろ
、
こ
の
章
の
興
句
と
應
句
の
「
反
炤
」
は
す
で
に
詩
句
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
「
雄
」
の
字
が
「
君
子
」
と
呼
應
し
て
い
て
、
そ
こ
に
深
い
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。
故
に
、
彼
は
「
展
な
る

か
な
君
子
、
實ま

こ
とに
我
が
心
を
勞
せ
し
む
」
の
二
句
は
一
續
き
に
詠
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
、

婦
人
が
心
を
疲
れ
さ
せ
て
い
る
内
容

―
夫
が
外
地
で
勞
役
に
服
し
て
い
る
こ
と
に
對
す
る
感
慨
が
は
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
感
慨
が
興
句
が
描
寫
す
る
雄
雉
が
上
か
ら
下
、
下
か
ら
上
ヘ
と
自
由
氣
儘
に
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
樣
子
と
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
成
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
「
反
興
」
が
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
顧
夢
麟
は
興
句
と
應
句
の
關

係
が
正
か
反
か
の
判
斷
は
、
詩
經
の
テ
キ
ス
ト
を
手
掛
か
り
に
し
て
行
っ
て
お
り
、
完
全
に
朱
公
遷
の
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。

こ
の
他
に
、
顧
夢
麟
は
ま
た
、
詩
經
の
テ
キ
ス
ト
を
根
據
と
し
て
、
朱
公
遷
が
「
義
を
取
る
無
き
の
興
」
と
判
斷
し
た
詩
句
を
、「
義

を
取
る
の
興
」
に
改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
接
詩
人
の
思
考
と
感
情
を
讀
み
解
い
た
例
も
あ
る
。
鄭
風
「
蘀
兮
」
首
章
を
例
に
す
る
。
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蘀
兮
蘀
兮　
　

蘀た
く

た
り
蘀
た
り

風
其
吹
女　
　

風
其
れ
女な

ん
ぢを
吹
く

叔
兮
伯
兮　
　

叔
や
伯
や

倡
予
和
女　
　

倡
せ
ば
予　

女
に
和
せ
ん

こ
れ
に
つ
い
て
、
朱
公
遷
は
「
こ
れ
は
專
ら
語
句
を
對
應
さ
せ
て
興
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
此
專
以
語
相
應
爲
興（

（5
（

）」、
す
な
わ
ち
「
義

を
取
る
無
き
の
興
」
と
考
え
た
。
そ
れ
に
對
し
て
、
顧
夢
麟
は
異
な
っ
た
說
を
立
て
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
『
通
解
』
も
朱
公
遷
の
說
に
從
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
事
柄
と
論
理
が
對
應
し
て
い
る
と
考
え
て
も
問
題
な
い
。
思
う
に
、

「
蘀
（
枯
れ
て
い
る
）」
が
故
に
こ
れ
を
吹
く
の
で
あ
り
、「
倡
」
す
る
が
ゆ
え
に
こ
れ
に
和
す
の
で
あ
る
。
意
味
的
關
係
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
（
通
解
從
之
。
然
作
以
事
理
相
應
未
嘗
不
當
也
。
蓋
蘀
、
故
吹
之
。
倡
、
故
和
之
。
非
爲
無
義
耳（

（5
（

）

つ
ま
り
顧
夢
麟
は
、
兩
句
の
「
事
理
」
の
照
應
か
ら
、
詩
人
が
傳
え
よ
う
と
し
た
言
外
の
意
が
浮
か
び
上
が
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
例
え
ば
、
齊
風
「
東
方
之
日
」
首
章
を
見
よ
う
。

東
方
之
日
兮　
　

東
方
の
日
あ
り

彼
姝
者
子　
　
　

彼
の
姝
た
る
は
子
な
り
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在
我
室
兮　
　
　

我
が
室
に
在
り

在
我
室
兮　
　
　

我
が
室
に
在
り

履
我
卽
兮　
　
　

履り

せ
ば
我
卽つ

か
ん

こ
れ
に
つ
い
て
朱
公
遷
は
、「
詩
中
の
興
で
、
語
と
し
て
も
照
應
し
て
い
な
い
し
、
意
味
上
も
照
應
し
て
い
な
い
例
は
、
本
詩
に
見
え

る
の
が
始
め
で
あ
る
（
詩
中
之
興
、
語
不
相
應
、
義
不
相
因
者
、
始
見
於
此（

（5
（

）」
と
主
張
す
る
が
、
顧
夢
麟
は
こ
れ
に
對
し
て
も
修
正
を

加
え
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

私
が
考
え
る
に
、
こ
れ
は
詩
人
が
み
ず
か
ら
見
た
も
の
に
因
ん
で
興
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
東
方
に
は
何
が
あ
る
か
と
言
え
ば

日
が
あ
り
、
か
の
美
し
い
人
は
ど
こ
に
い
る
か
と
と
言
え
ば
私
の
居
室
に
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
興
句
と
應
句
が
事
柄
も
ま

っ
た
く
關
連
し
て
い
な
い
と
言
う
わ
け
で
は
な
く
、
語
と
し
て
も
ま
っ
た
く
照
應
し
て
い
な
い
と
言
う
わ
け
で
も
な
い
。『
疏
義
』

の
說
は
誤
り
で
あ
る
（
麟
按
、
此
因
其
所
見
以
起
興
也
。
東
方
則
有
日
、
彼
姝
則
在
我
之
室
、
亦
不
謂
事
全
不
相
因
、
語
全
不
相
應
。

疏
義
說
非
是（

（5
（

）

朱
公
遷
の
解
釋
に
從
う
な
ら
ば
、
こ
の
詩
は
興
體
に
屬
し
て
は
い
る
が
、
文
字
と
内
容
は
と
も
に
對
應
し
て
お
ら
ず
、
解
釋
上
特
例
に

屬
す
る
。
し
か
し
、
顧
夢
麟
は
朱
公
遷
の
解
釋
に
同
意
せ
ず
、
興
句
と
應
句
の
閒
に
は
照
應
關
係
が
や
は
り
あ
る
と
考
え
、
さ
ら
に
朱
熹

を
ま
ね
て
、
二
つ
の
「
則
」
の
字
を
用
い
て
二
句
の
關
聯
性
を
說
明
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
朱
公
遷
の
論
點
の
缺
陷
を
補
っ
て
い
る
。
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②　

朱
熹
の
注
解
を
手
掛
か
り
と
し
て

顧
夢
麟
は
、
詩
人
の
意
を
把
握
す
る
際
に
は
朱
熹
の
見
方
を
優
先
し
た
。
邶
風
「
簡
兮
」
四
章
の
、

山
有
榛　
　
　
　

山
に
榛
有
り

隰
有
苓　
　
　
　

隰さ
は

に
苓
有
り

云
誰
之
思　
　
　

云
に
誰
を
か
之
れ
思
ふ

西
方
美
人　
　
　

西
方
の
美
人
を

彼
美
人
兮　
　
　

彼
の
美
人
は

西
方
之
人
兮　
　

西
方
の
人
な
り

に
つ
い
て
、
顧
夢
麟
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

私
が
考
え
る
に
、
榛
は
山
に
あ
る
も
の
で
、
苓
は
澤
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
西
方
の
美
人
は
、
我
が
思
い
の
内
に
あ
る
も
の
で
あ

る
。
も
と
も
と
こ
れ
は
「
正
興
」
で
あ
る
。『
疏
義
』
に
、「〔
榛
や
苓
の
よ
う
に
山
や
澤
に
〕
あ
る
も
の
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
い
な

い
人
を
興
す
る
」
と
言
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
朱
公
遷
は
恐
ら
く
、〔「
云
に
誰
を
か
之
れ
思
ふ
、
西
方
の
美
人
を
」
に
〕
後
の
〔「
彼

の
美
人
は
、
西
方
の
人
な
り
」
の
〕
二
句
を
續
け
て
全
體
を
應
句
と
し
て
解
釋
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
彼
は
興
の
意
味
は
第
四
句
ま

で
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
氣
付
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
彼
の
美
人
は
、
西
方
の
人
な
り
」
の
二
句
は
興
句
・
應
句
と
は
別
に
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加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
興
と
は
別
箇
の
内
容
で
あ
る
。
故
に
『
集
傳
』
は
「
さ
ら
に
『
西
方
の
人
』
と
言
う
の
は
、
其
の
人
の
い
る

と
こ
ろ
が
遠
く
て
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
歎
い
た
言
葉
で
あ
る
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。〔「
西
方
美
人
、
彼
美
人
兮
、
西

方
之
人
兮
」
と
〕
三
句
を
繫
げ
て
詠
じ
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
（
麟
按
、
榛
者
山
之
所
有
。
苓
者
隰
之
所
有
。
西
方
美
人
則
我
思

之
所
有
也
。
本
是
正
興
。
疏
義
、
以
彼
所
有
之
物
、
興
此
所
無
之
人
。
非
是
。
彼
蓋
連
後
兩
句
立
說
耳
、
不
知
興
意
只
至
四
句
便
止
。

彼
美
人
、
西
方
之
人
兮
二
句
另
起
、
是
興
外
之
意
。
故
集
傳
曰
、
又
曰
西
方
之
人
者
、
歎
其
遠
而
不
得
見
之
辭
也
。
未
三
句
連（

（5
（

）

顧
夢
麟
は
、
本
詩
四
章
は
「
正
興
」
な
の
で
あ
っ
て
、
朱
公
遷
が
言
う
よ
う
な
「
反
興
」
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
兩
者
の
說
の
違
い

は
、
主
に
興
體
の
範
圍
を
ど
の
よ
う
に
認
定
す
る
か
の
違
い
か
ら
生
じ
て
い
る
。
朱
公
遷
が
本
章
全
体
を
興
と
し
て
捉
え
る
の
に
對
し
て
、

顧
夢
麟
は
興
は
「
云
誰
之
思
、
西
方
美
人
」
の
二
句
ま
で
で
終
わ
り
、「
西
方
美
人
、
彼
美
人
兮
、
西
方
之
人
兮
」
の
三
句
が
繫
が
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
。
彼
が
そ
の
よ
う
に
判
斷
す
る
根
據
は
、
朱
熹
『
集
傳
』
の
注
釋
中
に
「
又
た
曰
く
」
と
言
っ
て
、
前
の

詩
句
と
切
り
離
し
て
「
彼
美
人
兮
、
西
方
之
人
兮
」
に
つ
い
て
の
說
明
を
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
句
が
興
體
の
中
に
は
含
ま
れ

な
い
と
判
斷
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
顧
夢
麟
が
興
體
の
範
圍
を
判
斷
す
る
時
に
、
と
り
わ
け
朱
熹
の
注
釋
に
虛
字
が
ど
の
よ

う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
に
注
目
し
て
詩
篇
の
文
脈
の
流
れ（

（5
（

と
興
體
の
範
圍
を
判
斷
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
周
南
「
關
雎
」
首
章
の
朱

熹
の
注
解
の
傍
ら
に
、
顧
夢
麟
は
一
行
の
小
字
を
書
き
加
え
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

お
よ
そ
『
集
傳
』
は
「
正
興
」
を
注
す
る
時
に
は
「
則
」
の
字
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
、「
反
興
」
を
注
す
る
時
に
は
「
猶
」
や
「
乃
」
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の
字
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
（
凡
集
傳
于
正
興
、
多
用
則
字
、
于
反
興
、
多
用
猶
字
、
乃
字（
（5
（

）

顧
夢
麟
が
見
る
と
こ
ろ
、
朱
熹
が
注
釋
の
中
で
「
則
」
の
字
を
使
う
の
は
「
正
興
」
で
あ
る
と
い
う
目
印
で
あ
る
。
例
え
ば
、
周
南
「
關

雎
」
首
章
の
朱
熹
の
注
解
に
「
あ
の
カ
ン
カ
ン
と
鳴
く
ミ
サ
ゴ
は
と
言
え
ば
川
の
中
洲
の
上
で
仲
良
く
鳴
き
交
わ
し
、
こ
の
ひ
っ
そ
り
と

淑
や
か
な
淑
女
は
と
言
え
ば
君
子
の
よ
き
連
れ
合
い
に
な
ん
と
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
（
言
彼
關
關
然
之
雎
鳩
則0

相
與
和
鳴
於
河

洲
之
上
矣
、
此
窈
窕
之
淑
女
則0

豈
非
君
子
之
善
匹
乎（
（5
（

）」
と
、
前
後
の
二
句
に
用
い
ら
れ
た
「
則
」
字
は
興
句
と
應
句
が
順
接
的
な
意
味

關
係
で
あ
る
こ
と
を
說
明
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

一
方
、「
反
興
」
の
例
と
し
て
は
、
鄘
風
「
相
鼠
」
首
章
「
鼠
を
相
れ
ば
皮
有
り
、
人
に
し
て
儀
無
か
ら
ん
や
（
相
鼠
有
皮
、
人
而
無
儀
）」

の
朱
熹
の
注
釋
に
、「
あ
の
鼠
を
見
る
と
、
そ
れ
で
も
な
お
必
ず
皮
を
持
っ
て
い
る
、
人
で
あ
る
と
い
う
の
に
禮
義
が
な
く
て
ど
う
し
て

す
ま
さ
れ
よ
う
か
（
言
視
彼
鼠
、
而
猶0

必
有
皮
、
可
以
人
而
無
儀
乎（
（5
（

）」
と
言
う
。
こ
の
「
猶
」
の
字
が
興
句
と
應
句
と
の
閒
の
逆
接
的

意
味
關
係
を
表
し
て
い
る
。

こ
れ
と
同
時
に
、
顧
夢
麟
は
朱
熹
の
虛
詞
の
使
用
狀
況
を
捉
え
て
、
興
體
の
範
圍
を
判
斷
す
る
手
掛
か
り
と
し
て
い
る
。
唐
風
「
山
有

樞
」
首
章
の
、

山
有
樞　
　
　

山
に
樞
有
り

隰
有
榆　
　
　

隰さ
は

に
榆ゆ

有
り

子
有
衣
裳　
　

子　

衣
裳
有
り
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弗
曳
弗
婁　
　

曳え
い

ぜ
ず
婁ろ
う

せ
ず

子
有
車
馬　
　

子　

車
馬
有
り

弗
馳
弗
驅　
　

馳ち

せ
ず
驅く

せ
ず

宛
其
死
矣　
　

宛
と
し
て
其
れ
死
な
ば

他
人
是
愉　
　

他
人　

是
れ
愉た

の

し
ま
ん

に
つ
い
て
、
顧
夢
麟
の
解
釋
は
、

　

私
が
考
え
る
に
、『
大
全
』
に
朱
熹
の
〔『
朱
子
語
類
』
卷
八
十
、
詩
一
、
論
讀
詩
の
〕
言
葉
を
引
い
て
、「
詩
經
の
詩
が
人
の
思

い
を
奮
い
起
こ
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
力
の
源
は
ま
っ
た
く
興
に
あ
る
。
例
え
ば
、『
山
に
樞
有
り
、
隰
に
榆
有
り
』
と
言
う
の
は
、

取
り
立
て
て
意
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
下
の
『
子
に
車
馬
有
り
』、『
子
に
衣
裳
有
り
』
を
興
し
て
引
き
起
こ
す
役
割
を
し

て
い
る
だ
け
で
あ
る
」
と
言
う
（
中
華
書
局
排
印
本
、
第
六
册
二
〇
八
四
頁
）。『
疏
義
』
は
ま
た
、「
本
例
で
も
興
句
と
應
句
の
『
有
』

の
字
が
相
呼
應
し
て
い
る
」
と
言
う
。
し
か
し
な
が
ら
、『
集
傳
』
が
〔「
故
に
言
ふ
、
山
に
は
則
ち
樞
有
り
、
隰
に
は
則
ち
榆
有
り
。

子き
み

に
は
衣
裳
車
馬
有
る
も
、
而
る
に
服き

ず
乘
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
一
旦
宛
然
と
し
て
以
て
死
せ
ば
、
而
し
て
它
人
之
を
取
り
て
以
て
己

の
樂
し
み
と
爲
さ
ん
（
故
言
山
則0

有
樞
矣
、
隰
則0

有
榆
矣
、
子
有
衣
裳
車
馬
、
而
不
服
不
乘
、
則0

一
旦
宛
然
以
死
、
而
他
人
取
之
以

爲
己
樂
矣
）」
と
〕
三
箇
の
「
則
」
の
字
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
照
ら
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
本
詩
は
興
が
最
後
の
句
ま
で
一
貫
し

て
働
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
他
の
詩
と
は
異
な
る
。
陸
聚
岡
は
、「
山
や
澤
に
生
え
る
物
に
よ
っ
て
、
人
は
樂
し
ま
な
く
て
は
だ
め
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だ
と
い
う
こ
と
を
興
す
る
」
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
で
、
本
詩
の
言
葉
の
意
味
は
よ
う
や
く
完
全
に
效
い
て
く
る
（
麟

按
、
大
全
朱
子
曰
、
詩
所
以
能
興
起
人
處
全
在
興
。
如
山
有
樞
、
隰
有
榆
、
别
無
意
義
、
只
是
興
起
下
面
子
有
車
馬
、
子
有
衣
裳
耳
。

疏
義
亦
曰
、
此
亦
有
字
相
呼
爲
興
。
然
炤
集
傳
三
則
字
、
卽
此
詩
直
興
到
底
、
與
它
處
不
同
。
聚
岡
曰
、
以
山
隰
之
所
有
、
興
人
不

可
不
樂
。
其
所
有
語
意
方
完
也（

（5
（

）

『
朱
子
語
類
』
の
中
で
、
朱
熹
は
唐
風
「
山
有
樞
」
の
興
に
は
「
別
に
意
義
無
し
」
と
あ
っ
さ
り
と
言
う
。
朱
公
遷
は
さ
ら
に
一
步
進

め
て
、「
有
」
字
が
興
句
と
應
句
が
呼
應
す
る
條
件
と
な
っ
て
い
て
、
や
は
り
「
義
を
取
る
無
し
」
と
強
調
す
る
。
し
か
し
顧
夢
麟
は
、

朱
熹
が
「
集
傳
」
の
注
釋
の
中
で
三
つ
の
「
則
」
の
字
を
用
い
て
い
る
の
で
、
本
詩
は
全
篇
み
な
興
體
に
屬
す
る
と
考
え
て
い
て
、『
語
類
』

の
說
と
異
な
る
こ
と
に
注
意
し
て
い
る
。
ま
た
さ
ら
に
、
陸
聚
岡
の
說
を
採
用
し
て
、
本
詩
は
時
節
を
逃
さ
ず
外
に
出
か
け
て
行
樂
す
る

と
い
う
意
味
を
傳
え
て
い
る
の
で
、「
義
を
取
る
無
し
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
強
調
し
て
い
る
。

「
反
興
」
に
對
す
る
判
斷
に
つ
い
て
も
、
顧
夢
麟
は
や
は
り
朱
熹
の
虛
字
に
依
據
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
唐
風
「
杕
杜
」
首
章
中
、
顧

夢
麟
は
本
章
の
興
體
の
範
圍
を
「
杕
た
る
の
杜
有
り
、
其
の
葉
湑し

ょ

湑し
ょ

た
り
、
獨
り
行
く
こ
と
踽く

踽く

た
り
（
有
杕
之
杜
、
其
葉
湑
湑
、
獨
行

踽
踽
）」
ま
で
と
限
定
す
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
說
明
す
る
。

　

こ
れ
は
反
興
で
、
第
三
句
ま
で
で
終
わ
る
。
二
句
で
一
句
を
興
し
て
い
て
、
こ
れ
も
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。「
杕
（
一
本
だ

け
立
つ
）」
字
が
「
獨
（
一
人
き
り
）」
字
に
照
應
し
て
い
る
の
は
正
興
の
よ
う
に
見
え
る
が
、「
湑
湑
（
盛
ん
に
生
い
茂
る
樣
）」
が

「
踽
踽
（
親
し
む
べ
き
相
手
が
い
な
い
樣
）」
に
照
應
し
て
い
る
の
か
ら
考
え
る
と
反
興
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
故
に
、『
集
傳
』
で
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は
〔「
一
本
だ
け
生
え
て
い
る
杜
の
木
は
、
そ
れ
で
も
そ
の
葉
は
盛
ん
に
生
い
茂
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
人
閒
で
兄
弟
が
い

な
い
者
は
と
言
う
と
、
一
人
き
り
で
あ
て
ど
も
な
く
步
き
、
杜
に
さ
え
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
（
言
杕
然
之
杜
、
其

葉
猶
湑
湑
然
。
而
人
無
兄
弟
、
則
獨
行
踽
踽
、
曾
杜
之
不
如
矣
）」
と
、〕
葉
に
つ
い
て
は
「
猶
（
そ
れ
で
も
や
は
り
）」
の
字
を
使
い
、

人
に
つ
い
て
は
「
則
（
こ
ち
ら
の
方
は
）」
の
字
を
使
い
、
文
脈
の
違
い
を
區
別
し
た
の
で
あ
る
（
此
反
興
也
、
至
第
三
句
止
。
以

兩
句
興
一
句
、
又
一
體
也
。
杕
字
炤
獨
字
似
正
、
而
湑
湑
炤
踽
踽
則
反
、
故
注
以
猶
字
・
則
字
別
之（

（6
（

）。

本
章
の
興
體
の
ス
タ
イ
ル
は
「
二
句
の
興
句
で
一
句
の
應
句
を
興
す
」
る
も
の
で
あ
る
が
、
興
體
が
成
立
す
る
條
件
は
「
杕
」
と
「
獨
」

と
い
う
實
字
閒
と
「
湑
湑
」「
踽
踽
」
と
い
う
疊
語
閒
そ
れ
ぞ
れ
の
呼
應
關
係
に
據
る
。
し
か
し
「
湑
湑
」
と
「
踽
踽
」
は
い
ず
れ
も
狀

態
を
描
寫
す
る
語
で
、
正
興
な
の
か
反
興
な
の
か
容
易
に
判
斷
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
顧
夢
麟
は
朱
熹
の
注
釋
の
中
の
「
猶
」
と
「
則
」

の
字
を
賴
り
に
し
て
、
こ
れ
が
反
興
だ
と
判
定
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
召
南
「
江
有
汜
」
首
章
の
、

江
有
汜　
　
　

江
に
汜し

有
り

之
子
歸　
　
　

之
の
子
歸と

つ

ぐ

不
我
以　
　
　

我
と
以と

も

に
せ
ず

不
我
以　
　
　

我
と
以
に
せ
ず
し
て

其
後
也
悔　
　

其
れ
後
に
悔
ゆ
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に
つ
い
て
、
顧
夢
麟
は
大
畧
以
下
の
よ
う
な
說
を
述
べ
る

―
本
詩
の
興
體
の
範
圍
に
つ
い
て
、
黃
佐
『
通
解
』
は
「
第
一
句
が
下
の
四

句
を
興
す
る
（
首
一
句
興
下
四
句
）」
と
考
え
る
が
、
顧
夢
麟
は
朱
熹
『
集
傳
』
の
〔
本
詩
首
章
の
通
釋
で
、「
言
わ
ん
と
す
る
の
は
、
長

江
で
さ
え
な
お
本
流
か
ら
分
岐
し
た
後
、
再
び
本
流
に
流
れ
入
る
支
流
が
あ
る
と
い
う
の
に
、
こ
の
姫
君
は
よ
そ
の
國
に
嫁
い
で
行
く
の

に
、
何
と
私
を
お
供
に
加
え
て
は
く
だ
さ
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
言
江
猶
有
汜
、
而
之
子
之
歸
、
乃
不
我
以
）」
と
言
う
中
の
〕

「
猶
」
と
「
乃
」
字
を
根
據
に
、
こ
れ
が
反
興
で
あ
り
、
か
つ
興
體
の
範
圍
は
第
三
句
ま
で
と
判
斷
す
る
。
こ
れ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

顧
夢
麟
は
朱
熹
の
注
釋
で
用
い
ら
れ
る
虛
字
に
よ
っ
て
、
興
體
の
範
圍
と
そ
の
正
か
反
か
を
判
斷
し
、
そ
こ
か
ら
進
ん
で
詩
人
の
意
を
把

握
す
る
の
で
あ
る（

（6
（

。

こ
の
他
、
顧
夢
麟
は
詩
篇
の
主
旨
に
つ
い
て
の
朱
熹
の
說
を
根
據
に
し
て
、
朱
公
遷
の
說
を
修
正
す
る
こ
と
も
し
て
い
る
。
鄭
風
「
山

有
扶
蘇
」
首
章
の
、

山
有
扶
蘇　
　

山
に
は
扶
蘇
有
り

隰
有
荷
華　
　

隰さ
は

に
は
荷
華
有
り

不
見
子
都　
　

子
都
を
見
ず
し
て

乃
見
狂
且　
　

乃い
ま

し
狂
を
見
る

に
對
す
る
顧
夢
麟
の
注
解
で
は
、
ま
ず
朱
公
遷
の
說
を
引
用
し
て
か
ら
、
自
分
の
考
え
を
示
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
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『
疏
義
』
は
、「
あ
ち
ら
〔
の
山
や
澤
〕
で
は
あ
る
べ
き
も
の
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
と
い
う
の
に
、
こ
ち
ら
〔
の
私
の
周
り
〕
で

は
會
う
に
相
應
し
い
人
に
は
會
え
ず
、
會
う
に
相
應
し
か
ら
ぬ
人
に
は
な
ん
と
出
會
っ
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
尋
常
の
物
に
よ
っ
て

怪
異
な
事
象
を
興
し
た
の
で
あ
る
」
と
言
う
。
私
が
考
え
る
に
、
こ
の
解
釋
に
據
れ
ば
反
興
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら

「
子
都
を
見
ず
、
乃
ち
狂
を
見
る
」
と
詠
っ
て
い
る
の
は
、
實
は
ま
さ
し
く
子
都
に
出
會
っ
た
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

喜
び
が
極
ま
っ
て
自
分
の
思
い
人
で
あ
る
相
手
〔
の
子
都
〕
に
戲
れ
て
〔
子
都
の
こ
と
を
「
狂
」
と
呼
ん
で
〕
言
っ
た
言
葉
で
あ
る

（
疏
義
、
彼
所
宜
有
者
皆
有
、
此
所
宜
見
者
不
見
、
不
宜
見
者
乃
見
之
。
蓋
以
尋
常
之
物
、
而
興
怪
異
之
事
也
。
麟
按
、
此
反
興
也
。

然
言
不
見
子
都
乃
見
狂
且
者
、
正
言
見
子
都
耳
、
蓋
喜
極
而
謔
之
之
辭（

（6
（

）

朱
公
遷
の
解
釋
に
基
づ
け
ば
、
本
章
は
會
う
べ
き
相
手
が
い
ま
だ
に
現
れ
ず
、
會
う
べ
き
で
な
い
相
手
が
現
れ
た
と
詠
っ
て
い
て
、
こ

れ
は
反
興
に
屬
す
る
表
現
法
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
顧
夢
麟
は
、
朱
熹
が
本
詩
「
詩
序
辨
說
」
で
「
男
女
戲
謔
の
詞
」
と
主
張
し

て
い
る（

（6
（

の
に
基
づ
い
て
解
釋
を
行
っ
た
。
詩
中
で
「
子
都
を
見
ず
」
と
言
う
の
は
、
實
は
「
子
都
と
會
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
よ

う
に
と
る
と
興
句
の
感
情
と
流
れ
と
に
一
致
す
る
の
で
「
正
言
す
」、
す
な
わ
ち
正
興
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
顧
夢
麟
は
明
ら
か

に
朱
熹
の
詩
篇
の
捉
え
方
に
基
づ
き
、
言
外
の
意
と
い
う
角
度
か
ら
、
朱
公
遷
と
異
な
る
解
釋
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
顧
夢
麟
は
朱
公
遷
の
說
に
飽
き
足
り
な
い
場
合
、
詩
經
の
テ
キ
ス
ト
と
朱
熹
『
集
傳
』
に
立
ち
戾
っ
て
答
え
を
求

め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
は
と
り
わ
け
朱
熹
が
解
釋
に
ど
の
よ
う
な
虛
字
を
用
い
て
い
る
か
に
注
意
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
興
句
と
應
句

の
範
圍
と
詩
篇
の
意
味
を
判
斷
し
、
そ
の
文
脈
が
正
か
反
か
を
考
え
た
。
け
れ
ど
も
、
顧
夢
麟
は
朱
熹
の
說
に
ま
っ
た
く
無
條
件
に
從
っ
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た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
特
に
朱
熹
の
注
解
の
中
の
、
ど
の
部
分
が
詩
經
の
テ
キ
ス
ト
と
直
接
關
わ
っ
て
い
て
、
ど
の
部
分
が
補
充
的
な

說
明
で
あ
る
か
を
見
極
め
る
こ
と
に
意
を
用
い（

（6
（

、
區
別
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
顧
夢
麟
は
詩
經
を
解
釋
す
る
時
に
最
終

的
に
は
や
は
り
テ
キ
ス
ト
を
最
終
的
な
根
據
と
し
た
の
で
あ
る
。

4　

押
韻
に
よ
っ
て
章
句
を
區
分
す
る
た
め
の
條
件

顧
夢
麟
が
興
體
を
說
明
す
る
際
に
、
朱
公
遷
と
最
も
は
っ
き
り
違
い
を
見
せ
る
の
は
、
押
韻
を
詩
の
原
理
と（
（6
（

し
、
合
わ
せ
て
詩
章
の
構

造
を
區
分
す
る
た
め
の
根
據
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
興
體
の
範
圍
を
考
察
す
る
こ
と
と
も
關
連
し
て
い
る
。
押
韻
に
つ
い
て

は
、
顧
夢
麟
は
孔
穎
達
が
早
く
に
類
似
の
說
明
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
い
た（

（6
（

。
明
・
徐
光
啓
も
か
つ
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

お
お
よ
そ
詩
經
を
解
釋
す
る
た
め
に
は
、
表
現
の
肌
理
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
で
あ
る
が
、
し
か
し
詩
經
の

詩
篇
の
條
理
や
脈
絡
と
い
う
の
は
、
他
の
書
物
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
他
書
は
古
人
の
議
論
や
事
跡
を
記
述
し
て
い
る
の
で
、
文
章

の
對
偶
や
照
應
の
關
係
は
、
一
目
で
わ
か
る
ほ
ど
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
、
詩
經
は
古
人
が
聲
に
出
し
て
詠
っ
た
の
を
書
き
記
し
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
對
偶
や
構
造
を
事
實
や
論
理
の
み
に
賴
っ
て
論
じ
る
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
風
・
雅
の
詩
體
は
、
お
お

む
ね
二
句
で
一
つ
の
節
を
作
る
が
、
た
だ
三
頌
だ
け
は
少
々
變
則
的
な
詩
體
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
通
常
ど
お
り
の
も
の
が
多

數
を
占
め
、
そ
の
大
多
數
に
つ
い
て
言
え
ば
、
み
な
押
韻
字
を
見
極
め
、
そ
の
用
韻
の
法
を
考
察
で
き
れ
ば
、
そ
の
リ
ズ
ム
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
…
…
韻
學
が
久
し
く
廢
れ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
宋
・
呉
棫
（
政
和
八
年
、
一
一
一
八
、
進
士
）、
字
は
才
老

の
叶
韻
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
、
朱
熹
先
生
で
さ
え
も
こ
の
弊
を
脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
詩
經
の
正
し
い
意
味
は
人
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に
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
永
遠
に
傳
承
が
途
絶
え
た
よ
う
な
狀
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
あ
、
目
前
の
身
近
な
こ
と
は
至
っ
て

易
な
も
の
で
あ
る
の
に
、
數
百
年
來
理
解
す
る
者
が
い
な
い
と
い
う
の
は
何
と
惜
し
む
べ
き
こ
と
か
、
何
と
笑
う
べ
き
こ
と
か
。
詩

經
の
眞
の
意
義
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
、
怪
し
む
に
は
足
り
な
い
こ
と
で
あ
る
（
大
氐
說
詩
固
要
析
肌
分
理
、
但
其

條
理
脉
絡
頗
與
他
書
不
同
。
他
書
記
述
古
人
議
論
事
迹
、
其
對
待
炤
應
、
言
下
粲
然
。
詩
則
記
古
人
聲
音
、
其
對
待
分
析
、
不
宜
專

論
事
理
。
風
・
雅
之
體
、
大
率
二
句
爲
一
節
、
惟
三
頌
稍
有
變
體
。
然
如
常
爲
多
、
要
其
大
都
、
全
要
認
取
韻
腳
、
審
其
用
韻
、
便

可
得
其
節
奏
…
…
自
韻
學
久
廢
、
盛
用
吳
才
老
叶
音
、
雖
朱
子
未
免
據
此
、
此
義
寥
寥
、
千
古
絕
響
矣
。
嗚
呼
、
目
前
近
事
至
易
至

簡
、
而
數
百
年
來
遂
無
知
者
、
豈
不
可
惜
、
豈
不
可
笑
、
詩
義
不
明
、
亦
復
安
足
怪
乎（

（6
（

）

顧
夢
麟
は
『
說
約
』
に
こ
の
文
章
を
引
用
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
續
け
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
楊
彝
、
字
は
子
常
と
私
が
自
身
で
悟
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
徐
光
啓
、
諡
は
文
定
が
早
く
に
說
を
發
表
し
て
い

た
。
そ
れ
を
文
獻
に
據
っ
て
檢
證
し
た
結
果
、
そ
の
結
論
の
正
し
さ
に
驚
嘆
し
た
の
で
、
い
ま
そ
の
說
を
一
つ
一
つ
取
り
出
し
て
紹

介
し
、
天
下
共
有
の
知
的
財
産
と
し
た
い
。
か
れ
が
ま
だ
充
分
に
考
察
を
行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
類
例
を
參
照
し
て

考
究
す
れ
ば
よ
い
（
此
等
子
常
與
麟
私
爲
獨
悟
、
而
文
定
先
之
、
往
爲
文
徵
、
既
歎
實
獲
、
今
更
一
一
拈
出
、
與
天
下
共
見
、
有
未

周
者
、
因
類
而
求
、
可
也（

（6
（

）

顧
夢
麟
が
特
に
こ
の
こ
と
を
注
記
し
た
の
は
、
彼
が
音
韻
を
重
視
す
る
の
は
徐
光
啓
の
影
響
を
受
け
た
か
ら
で
は
な
く
、
彼
と
楊
彝
自
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身
が
悟
り
得
た
認
識
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
徐
光
啓
の
說
は
比
較
的
早
く
に
發
表
さ
れ
て
い
た
が
故
に
、
書
中
に

收
錄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
身
の
考
え
を
補
強
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
他
に
、
彼
は
「
詩
經
說
約
序
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

詩
に
は
篇
・
章
・
句
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
連
・
轉
・
截
が
生
じ
る
が
、
そ
の
形
式
風
格
と
意
味
は
み
な
韻
脚
に

依
っ
て
い
る
（
至
詩
有
篇
、
有
章
、
有
句
、
因
而
有
連
、
有
轉
、
有
截
、
其
體
勢
意
思
、
皆
依
韻
脚（

（6
（

）。

こ
れ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
顧
夢
麟
に
と
っ
て
押
韻
の
韻
脚
は
、
詩
經
の
篇
章
の
構
造
を
判
斷
す
る
た
め
の
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
、
周
南
「
關
雎
」
の
二
章
と
三
章
を
例
に
し
て
具
體
的
に
見
て
み
よ
う（

（7
（

。

參
差
荇
菜　
　

參
差
た
る
荇
菜
を

左
右
流
之　
　

左
右
に
流も

と

め
ん

窈
窕
淑
女　
　

窈
窕
の
淑
女
を

寤
寐
求
之　
　

寤
寐
に
求
め
ん

求
之
不
得　
　

求
め
て
得
ざ
れ
ば

寤
寐
思
服　
　

寤
寐
に
思
服
す

悠
哉
悠
哉　
　

悠
な
る
か
な
悠
な
る
か
な

輾
轉
反
側　
　

輾
轉
反
側
す	

	

［
二
章
］
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參
差
荇
菜　
　

參
差
た
る
荇
菜
を

左
右
采
之　
　

左
右
に
采
ら
ん

窈
窕
淑
女　
　

窈
窕
の
淑
女
を

琴
瑟
友
之　
　

琴
瑟
を
も
て
友
と
せ
ん	

參
差
荇
菜　
　

參
差
た
る
荇
菜
を

左
右
芼
之　
　

左
右
に
芼え

ら

ば
ん

窈
窕
淑
女　
　

窈
窕
た
る
淑
女
を

鍾
鼓
樂
之　
　

鍾
鼓
を
も
て
樂
し
ま
し
め
ん	

［
三
章
］

按
語
の
中
で
彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

興
の
意
味
は
、
音
韻
的
對
應
關
係
か
ら
取
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
前
章
で
は
〔「
參
差
荇
菜
、
左
右
流
之
。
窈
窕
淑
女
、
寤
寐

求
之
」
の
〕「
流
之
」
と
「
求
之
」
が
對
應
し
て
い
る
。
本
章
で
は
「
采
之
」
と
「
友
之
」、「
芼
之
」
と
「
樂
之
」
が
そ
れ
ぞ
れ
對

應
し
て
い
る
。
も
し
前
章
が
一
章
一
つ
の
興
で
一
貫
し
て
い
る
と
す
る
と
、
本
章
で
は
詩
句
表
現
が
完
結
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
道
理
が
あ
る
は
ず
が
な
い
（
興
之
義
多
取
聲
韻
相
應
、
前
章
以
流
之
、
求
之
相
應
、
此
章
以
采
之
、

友
之
、
芼
之
、
樂
之
各
相
應
。
若
前
章
直
興
到
底
、
則
此
章
爲
不
完
之
語
矣
、
豈
有
此
理
乎（

（7
（

）
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ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
言
う
。

　
『
集
傳
』
に
「
采
は
此
禮
の
反
」、「
友
は
羽
已
の
反
」
と
あ
り
、
本
來
は
韻
を
踏
む
。「
樂
」
は
去
聲
で
、
ま
た
す
な
わ
ち
「
芼
」

と
韻
を
踏
む
。
北
方
の
人
の
發
音
は
み
な
こ
の
と
お
り
で
あ
る
（
集
傳
、
采
此
禮
反
、
友
羽
已
反
、
本
相
叶
。
樂
去
聲
、
亦
便
與
芼

叶
。
北
人
語
皆
如
此
也（

（7
（

）

顧
夢
麟
の
說
に
基
づ
い
て
、
詩
句
の
中
の
興
體
の
範
圍
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
本
詩
二
章
は
「
流
」
と
「
求
」
と
が
押
韻
し
て
い
る
の

で
、「
參
差
た
る
荇
菜
を
、
左
右
に
流も

と

め
ん
。
窈
窕
の
淑
女
を
、
寤
寐
に
求
め
ん
」
が
興
體
の
範
圍
で
あ
る
と
、
彼
は
言
う
。
す
な
わ
ち
、

前
二
句
が
興
句
で
、
後
二
句
が
興
さ
れ
る
内
容
と
い
う
こ
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
後
の
四
句
は
、
前
半
四
句
で
詠
わ
れ
た
情
感
を
さ
ら
に

強
め
、
淑
女
に
對
す
る
思
い
の
深
さ
が
極
限
ま
で
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
表
現
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
章
は
一

章
全
體
を
一
つ
の
興
が
支
配
す
る
形
に
な
っ
て
い
る（

（7
（

。

そ
れ
に
對
し
て
三
章
は
、「
采
」
と
「
友
」
が
押
韻
し
、
そ
れ
と
は
別
の
韻
で
「
樂
」
と
「
芼
」
と
が
押
韻
し
て
い
る
。
第
三
章
は
前

半
四
句
と
後
半
四
句
と
が
同
じ
内
容
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
よ
う
に
韻
脚
が
異
な
る
こ
と
か
ら
判
斷
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
内
容

を
詠
う
獨
立
す
る
二
つ
の
興
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
す
る
と
、
三
章
は
二
章
と
構
造
が
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ

い
て
顧
夢
麟
は
、「
本
章
後
半
の
第
八
句
で
『
樂
』
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
和
や
か
で
平
和
な
雰
圍
氣
が
最
高
の
境
地
に
達
し
た
こ
と
を

表
し
て
い
る
（
此
章
下
截
言
樂
則
和
平
之
極
意
）」
と
說
明
す
る
。
つ
ま
り
、
三
章
は
章
の
構
造
こ
そ
異
な
る
が
、
言
わ
ん
と
す
る
内
容
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は
章
の
前
半
か
ら
後
半
に
か
け
て
感
情
や
雰
圍
氣
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
同
樣
に
「
次
第
に
盛
り
上
が
る
よ
う
な
表
現
を
す

る
（
層
疊
致
辭
）」
効
果
を
與
え
て
い
る（

（7
（

の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
意
味
内
容
的
に
は
完
備
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
顧
夢
麟
は
押
韻
の
狀
況
に
基
づ
い
て
、
興
體
の
範
圍
を
判
斷
し
て
い
る
。
二
章
と
三
章
と
で
、
興
の
數
こ
そ
異
な
っ
て

い
る
が
、
詠
っ
て
い
る
内
容
か
ら
考
え
る
と
、
い
ず
れ
も
感
情
や
雰
圍
氣
の
盛
り
上
が
り
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
點
で
同
じ
よ
う
な
構

造
が
見
出
さ
れ
、
詩
人
の
情
感
が
細
や
か
に
變
化
す
る
樣
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

顧
夢
麟
は
押
韻
を
基
準
に
し
て
、『
集
傳
』
の
解
釋
を
修
正
し
て
も
い
る
。
秦
風
「
終
南
」
首
章
の
、

終
南
何
有　
　

終
南　

何
か
有
る

有
條
有
梅　
　

條
有
り
梅
有
り

君
子
至
止　
　

君
子　

至
る

錦
衣
狐
裘　
　

錦
衣　

狐
裘
せ
り

顏
如
渥
丹　
　

顏を
も
ては
渥
あ
つ
く
つけ
た
る
丹に

の
如
し

其
君
也
哉　
　

其
れ
君
な
る
か
な

を
例
に
し
よ
う
。
顧
夢
麟
は
經
文
と
『
集
傳
』
の
後
に
、
各
學
者
の
注
釋
を
次
の
よ
う
に
並
べ
る
。

　

蘇
轍
『
詩
集
傳
』（
以
下
、「
蘇
傳
」
と
略
稱
）
に
次
の
よ
う
に
言
う

―
終
南
山
に
は
草
木
が
生
え
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
山
は
自
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ら
を
着
飾
り
、
鬱
蒼
と
し
た
姿
を
現
す
。
君
子
は
と
言
え
ば
、
衣
裳
を
身
に
着
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
を
嚴
か
で
き
ら
び
や
か

に
し
、
そ
の
尊
さ
を
完
成
さ
せ
る
。「
顔
如
渥
丹
、
其
君
也
哉
」
は
、
嚴
か
で
畏
れ
お
お
い
と
い
う
氣
持
ち
を
表
す
言
葉
で
あ
る
（
蘇

傳
、
終
南
則
有
草
木
以
自
衣
被
而
成
其
深
、
君
子
則
有
服
章
以
自
嚴
餙
而
成
其
尊
。
顔
如
渥
丹
、
其
君
也
哉
、
嚴
憚
之
辭
也
）

　
『
疏
義
』
に
次
の
よ
う
に
言
う

―
終
南
の
山
に
は
、
條
が
あ
り
さ
ら
に
梅
も
あ
る
。
君
子
の
服
に
は
、
衣
が
あ
り
さ
ら
に
裘
も

あ
る
。
い
ず
れ
も
二
つ
の
物
を
兼
ね
備
え
て
い
る
と
い
う
意
味
な
の
で
、
だ
か
ら
興
と
し
た
の
で
あ
る
（
疏
義
、
終
南
之
山
、
有
條

又
有
梅
。
君
子
之
服
、
有
衣
又
有
裘
、
皆
二
者
兼
備
之
義
、
故
以
爲
興（

（7
（

）

そ
し
て
、
そ
れ
に
對
す
る
批
評
を
行
い
、
次
の
よ
う
に
自
說
を
述
べ
る
。

　

私
が
考
え
る
に
、
右
の
『
蘇
傳
』
と
『
疏
義
』
の
說
は
極
め
て
正
し
い
。『
集
傳
』
に
、「『
梅
』
は
莫
悲
の
反
に
叶
ふ
、『
裘
』
は

渠
之
の
反
に
叶
ふ
、『
哉
』
は
將
黎
の
反
に
叶
ふ
」
と
言
い
、
毎
二
句
の
下
一
句
が
韻
脚
で
あ
る
。「
渥
丹
」
の
「
丹
」
の
字
は
韻
脚

で
は
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
章
六
句
が
三
節
に
分
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
興
（
興
句
と
應
句
が
對
應
し
て
い
る
部
分
）
は
や
は

り
第
四
句
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
て
、
下
の
第
五
・
六
句
は
別
の
話
題
で
あ
る
。『
集
傳
』
が
「
容
貌
衣
服
は
君
主
の
身
分
に
ふ
さ
わ

し
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
は
詩
の
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
を
解
釋
し
た
も
の
で
、
詩
の
理
を
說
明
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま

た
、
鄘
風
「
定
之
方
中
」
二
章
に
つ
い
て
、「
望
景
觀
卜
」
と
い
う
解
釋
を
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
〔
章
の
意
味
的
構
造
を
捉
え
損

ね
た
說
で
あ
り
〕
斷
じ
て
從
う
こ
と
は
で
き
な
い
○
黃
佐
の
『
通
解
』
や
徐
光
啓
の
『
講
意
』
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
「
有
條
有
梅
」

に
よ
っ
て
「
有
服
有
容
」
を
興
す
る
と
考
え
た
が
っ
て
い
る
が
、
そ
う
な
る
と
詩
の
語
氣
は
五
句
ま
で
で
終
わ
り
、
末
句
は
第
一
句
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か
ら
第
五
句
ま
で
を
す
べ
て
承
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
、
詩
に
は
音
樂
的
な
調
和
が
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
、
說
明
の
文
章
と
し
て
し
か
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
蘇
轍
、
字
は
子
由
、
以
後
は
、
わ
ず
か
に
朱

公
遷
、
字
は
克
升
の
み
が
正
し
い
解
釋
を
し
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
の
が
、〔『
大
全
』
は
〕
そ
れ
ら
を
す
べ
て
削
除
し
て
し
ま
っ
た
。

書
物
を
編
集
す
る
と
い
う
行
爲
も
ど
う
し
て
い
い
か
げ
ん
に
し
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
（
麟
按
、
上
二
說
最
是
。
集
傳
、
梅
、
叶
莫

悲
反
。
裘
、
叶
渠
之
反
。
哉
、
叶
將
黎
反
。
俱
二
句
方
下
一
韻
腳
。
渥
丹
、
丹
字
非
韻
也
。
則
六
句
爲
三
節
。
而
興
亦
至
四
句
止
、

下
二
句
另
說
耳
。
集
傳
言
、
容
貌
、
衣
服
稱
其
爲
君
、
是
詩
解
而
非
詩
理
、
亦
如
定
中
望
景
觀
卜
之
例
、
斷
不
可
從
○
如
通
解
、
講

意
等
、
皆
欲
以
有
條
有
梅
興
有
服
有
容
、
則
語
氣
至
五
句
止
、
而
末
句
總
承
之
。
此
必
詩
無
音
節
、
章
句
則
可
耳
。
子
由
之
後
、
僅

見
克
升
、
而
槩
爲
芟
去
。
纂
述
之
學
又
烏
可
造
次
也（

（7
（

）

本
章
の
興
體
の
範
圍
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
區
切
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
顧
夢
麟
は
興
體
は
前
半
四
句
ま
で
で
、
後
半
二
句
は
興
と

は
關
係
し
な
い
と
考
え
、
そ
れ
を
三
つ
の
面
か
ら
說
明
し
て
い
る
。
第
一
に
、
彼
は
朱
公
遷
が
「
梅
」「
裘
」「
哉
」
の
三
字
を
押
韻
の
韻

脚
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
に
基
づ
い
て
、
本
章
は
、
二
句
ひ
と
ま
と
ま
り
で
後
の
句
が
韻
脚
で
あ
る
の
で
、
合
わ
せ
て
三
つ
の
部
分
か
ら

な
る
と
結
論
づ
け
る
。
そ
し
て
、
第
五
句
の
「
丹
」
の
字
は
前
の
句
と
押
韻
し
て
い
な
い
の
で
、
興
句
の
範
圍
か
ら
は
ず
れ
る
と
す
る
。

第
二
に
、
朱
熹
は
、「
容
貌
、
衣
服
が
君
主
の
身
に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
注
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
明
ら
か
に
「
錦
衣
狐
裘
せ
り
、

顏
は
渥
け
た
る
丹
の
如
し
、
其
れ
君
な
る
か
な
」
を
ひ
と
ま
と
ま
り
の
意
味
と
し
て
解
釋
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
顧
夢
麟
は
、
朱

熹
の
說
は
詩
篇
の
意
味
を
說
明
す
る
立
場
に
は
適
合
し
て
い
る
が
、
詩
篇
の
理
に
は
合
致
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。
そ
れ
で
は
「
詩
篇
の

理
（
詩
理
）」
と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
考
え
で
は
、「
詩
理
」
と
は
詩
經
の
音
韻
と
文
字
が
平
行
し
て
對
應
す
る
構
造
の
こ
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と
で
あ
る
。
彼
は
、
鄘
風
「
定
之
方
中
」
二
章
を
例
に
し
て
說
明
す
る
。

升
彼
虛
矣　
　

彼
の
虛
に
升
り

以
望
楚
矣　
　

以
て
楚
を
望
む

望
楚
與
堂　
　

楚
と
堂
と
を
望
む

景
山
與
京　
　

景
山　

京
と
を
さ
へ
に

降
觀
於
桑　
　

降
り
て
桑
を
觀
る

卜
云
其
吉　
　

卜
し
て
云
ふ
其
れ
吉
な
り

終
焉
允
臧　
　

終
焉
と
し
て
允ま

こ
とに
臧よ

し

朱
熹
は
こ
の
章
を
注
し
て
〔「
此
章
本
其
始
之
望
景
觀
卜

0

0

0

0

而
言
、
以
至
於
終
、
而
果
獲
其
善
也
」
と
言
い
〕、「
土
地
を
眺
め
方
角
を
測

り
桑
の
樣
子
を
觀
察
し
卜
う
（
望
景
卜
觀
）」
と
い
う
〔
本
章
六
句
ま
で
を
意
味
の
一
纏
ま
り
と
す
る
〕
解
釋
を
示
し
た
。
こ
れ
に
從
う

な
ら
ば
、
本
章
は
第
三
句
か
ら
第
六
句
ま
で
が
意
味
上
の
ま
と
ま
り
と
な
る
。
そ
れ
に
對
し
て
顧
夢
麟
は
、
本
章
は
「
前
半
四
句
が
ひ
と

ま
と
ま
り
、
後
半
三
句
が
ひ
と
ま
と
ま
り
」
で
あ
る
べ
き
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

―
本
詩
第
二
章
の
前
半
二
句
は

「
虛
」
と
「
楚
」
と
が
押
韻
し
、
か
つ
ま
た
「
虛
に
升
る
」
と
「
楚
を
望
む
」
は
語
形
的
に
も
語
義
的
に
も
對
應
關
係
に
あ
る
。
ま
た
、
三
・

四
句
も
同
樣
に
語
句
的
に
も
押
韻
的
に
も
對
應
し
て
い
る
。
故
に
前
半
四
句
は
ひ
と
ま
と
ま
り
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に

對
し
て
、
下
三
句
は
一
氣
呵
成
に
詠
わ
れ
て
い
る（

（7
（
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こ
の
よ
う
な
「
定
之
方
中
」
二
章
の
例
は
、「
終
南
」
首
章
を
解
釋
す
る
上
で
も
同
じ
く
適
用
で
き
、
前
半
四
句
が
語
句
的
に
も
押
韻

的
に
も
對
照
的
に
配
列
さ
れ
、
下
二
句
が
別
の
部
分
を
形
成
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

第
三
に
、
蘇
轍
と
朱
公
遷
の
注
釋
は
、
い
ず
れ
も
「
終
南
」
首
章
の
前
四
句
を
興
體
と
し
て
お
り
、
黃
佐
『
通
解
』
と
陸
聚
岡
『
講
意
』

が
、
第
四
句
の
「
衣
服
」
と
第
五
句
の
「
容
貌
」
を
一
つ
に
併
せ
、
ど
ち
ら
も
興
體
だ
と
し
て
い
る
の
と
異
な
る
。「
服
有
り
容
有
り
」

と
は
も
と
も
と
朱
熹
の
解
釋
で
あ
る
が
、
顧
夢
麟
は
詩
經
の
語
句
と
音
韻
の
組
み
合
わ
せ
の
法
則
に
基
づ
い
て
詩
篇
の
意
味
を
說
明
す
る
。

朱
熹
の
說
に
完
全
に
從
う
の
で
は
な
く
、
詩
經
の
テ
キ
ス
ト
を
尊
重
す
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。

顧
夢
麟
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は
明
代
末
年
の
科
舉
に
關
連
し
て
切
實
な
問
題
で
あ
っ
た
。
彼
は
「
詩
經
說
約
序
」
の
中
で
次
の
よ
う
に

言
う
。

　

隆
慶
（
一
五
六
七
～
一
五
七
二
）、
萬
曆
（
一
五
七
三
～
一
六
一
九
）
年
閒
以
降
、
世
の
人
々
は
み
な
心
學
に
趨
り
、
一
篇
の
詩

の
あ
る
い
は
一
章
數
句
ば
か
り
重
視
し
、
あ
る
い
は
一
文
字
ば
か
り
重
視
し
て
、
詩
篇
の
條
理
に
從
わ
ず
、
何
か
の
事
實
と
無
理
や

り
話
を
合
わ
せ
、
詩
と
い
う
形
は
ど
こ
か
に
消
え
て
し
ま
う
よ
う
な
狀
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
言
で
こ
の
よ
う
な
狀
態
を
正
す

な
ら
ば
、
韻
が
あ
っ
て
こ
そ
詩
が
あ
り
、
詩
が
あ
っ
て
こ
そ
文
が
あ
る
。
縱
か
ら
見
て
も
橫
か
ら
見
て
も
、
そ
こ
こ
こ
を
追
究
し
て

み
て
も
、
詩
で
な
い
こ
と
は
な
く
、
文
で
な
い
こ
と
は
な
い
。
そ
う
な
っ
た
な
ら
ば
、
こ
じ
つ
け
た
り
穿
鑿
し
た
り
ば
ら
ば
ら
に
す

る
弊
風
は
、
盡
く
廢
さ
れ
て
正
し
い
說
に
ま
と
ま
る
だ
ろ
う
（
隆
、
萬
以
降
、
世
皆
鶩
新
學
、
于
一
篇
或
重
一
章
數
句
、
或
重
一
字
、

不
循
條
理
、
專
事
牽
合
、
文
體
喪
矣
。
一
言
正
之
曰
、
有
韻
而
後
有
詩
、
有
詩
而
後
有
文
。
雖
縱
之
橫
之
、
衝
之
撞
之
、
無
非
詩
、

無
非
文
也
、
則
提
掇
穿
插
割
裂
之
習
、
且
盡
廢
以
爲
約（

（7
（

）。
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科
舉
に
お
い
て
詩
經
の
章
句
を
勝
手
氣
ま
ま
に
切
り
取
り
分
割
す
る
弊
風
が
現
れ
、
ま
た
隆
慶
・
萬
曆
年
閒
以
後
、
樣
々
な
新
說
が

次
々
と
出
現
し
た
。
顧
夢
麟
は
詩
經
を
格
物
窮
理
の
對
象
と
見
な
し
、
詩
經
を
解
釋
す
る
た
め
に
そ
の
客
觀
的
な
法
則
、
す
な
わ
ち
「
詩

理
」
を
發
見
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
法
則
と
は
「
韻
」
を
基
礎
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
問
題
を
重
視
す
る
態
度
が
、
彼
と
朱
公
遷
と
の
違
い
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
二
人
は
と
も
に
、
詩
經
の
興
體
の
體
系
性
を
有
す
る

特
徴
を
解
明
す
る
こ
と
に
努
力
し
た
が
、
朱
公
遷
が
重
ん
じ
た
の
は
「
内
容
」
あ
る
い
は
「
形
式
」
の
呼
應
で
あ
り
、
特
に
形
式
上
の
虛

詞
や
助
字
の
對
照
に
注
目
し
た
。
こ
れ
が
彼
の
特
徴
で
あ
る
。

そ
れ
に
對
し
て
、
顧
夢
麟
は
朱
公
遷
の
基
礎
の
上
に
立
っ
て
、「
韻
」
こ
そ
が
詩
の
構
造
を
構
成
す
る
根
本
的
な
條
件
で
あ
る
と
強
調

し
た
。
か
く
し
て
、
彼
は
朱
公
遷
の
内
容
（「
義
相
因
る
」）
と
形
式
（「
語
相
應
ず
」）
と
の
平
行
關
係
を
重
視
す
る
態
度
か
ら
轉
換
し
て
、

形
式
を
優
先
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
朱
公
遷
の
擧
げ
た
形
式
的
條
件
の
中
に
、
朱
公
遷
が
注
意
を
拂
わ
な
か
っ
た
押
韻
の
現
象
を

加
え
も
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
顧
夢
麟
は
、
朱
公
遷
の
詩
經
の
興
に
つ
い
て
の
學
說
を
繼
承
す
る
と
と
も
に
、
彼
自
身
の
判
斷
の
根
據
と

條
件
を
展
開
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

5　

結
論

顧
夢
麟
は
、『
大
全
』
が
朱
公
遷
の
比
興
論
を
削
除
し
た
こ
と
に
不
滿
を
持
ち
、『
說
約
』
を
撰
述
し
、『
大
全
』
の
初
本
、
す
な
わ
ち

朱
公
遷
の
『
疏
義
』
に
立
ち
戾
り
、
明
初
の
詩
經
の
科
舉
參
考
書
の
眞
面
目
を
回
復
す
る
こ
と
を
志
し
た
。
た
だ
、
同
じ
く
詩
經
科
舉
類

の
經
注
本
と
は
言
い
な
が
ら
、
崇
禎
十
五
年
（
一
六
四
二
）
に
完
成
し
た
『
說
約
』
は
、『
大
全
』
の
登
場
か
ら（

（7
（

す
で
に
二
二
七
年
と
い
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う
久
し
い
時
を
經
過
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、『
說
約
』
と
い
う
書
物
が
表
現
し
て
い
る
の
は
、
實
際
に
は
顧
夢
麟
が
心
に
描
い
た
理

想
の
詩
經
科
舉
經
注
本
で
あ
っ
た
。
か
つ
ま
た
、
こ
の
書
に
よ
っ
て
朱
公
遷
の
比
興
論
の
意
義
を
改
め
て
掘
り
起
こ
し
た
。
そ
れ
は
、
詩

經
に
つ
い
て
の
體
系
性
を
具
え
た
文
學
的
視
野
、
す
な
わ
ち
「
詩
理
」
を
科
舉
の
た
め
の
詩
經
注
疏
の
中
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
目
的
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
「
詩
理
」
の
内
容
を
改
め
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

同
時
に
、
こ
れ
は
明
末
の
詩
經
學
の
重
點
課
題
と
、『
集
傳
』
注
解
の
方
向
性
を
反
映
し
て
も
い
る
。
具
體
的
に
言
え
ば
、
顧
夢
麟
は

朱
公
遷
の
學
說
を
繼
承
し
、
詩
人
が
興
體
の
詩
の
中
で
ど
の
よ
う
な
言
語
表
現
を
行
っ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
た
め
に
、「
炤
應
」
說
を

提
唱
し
、「
正
興
」
と
「
反
興
」
な
ど
の
問
題
を
議
論
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
彼
は
互
文
や
雙
關
語
な
ど
と
い
っ
た
文
學
的
な
視

點
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朱
公
遷
の
學
說
を
發
展
さ
せ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
朱
公
遷
の
學
說
を
全
面
的
に
受
け
繼
い
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
詩
經
の
テ
キ
ス
ト
と
朱
熹
の
『
集
傳
』

に
立
ち
戾
り
、
朱
公
遷
が
行
っ
た
詩
意
の
有
無
と
正
反
の
判
斷
が
正
し
い
か
否
か
を
改
め
て
檢
討
し
た
。
ま
た
、
興
體
の
章
句
の
範
圍
を

改
め
て
確
定
し
た
。
そ
の
上
、
彼
は
さ
ら
に
一
步
進
ん
で
、「
詩
理
」
こ
そ
が
「
韻
」
の
核
心
的
な
條
件
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
考
察

の
根
據
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
朱
公
遷
と
顧
夢
麟
は
い
ず
れ
も
詩
經
の
體
系
的
な
特
徵
を
解
明
す
る
こ
と
を
重
ん
じ
、
い
ず
れ

も
朱
熹
の
い
わ
ゆ
る
「
格
物
窮
理
」
の
態
度
に
よ
っ
て
詩
經
の
興
體
を
探
求
し
た
が
、
そ
こ
で
言
う
「
理
」
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は

異
な
る
理
解
を
し
て
い
た
。
朱
公
遷
は
、
興
體
の
成
立
條
件
を
探
求
す
る
際
に
、
内
容
と
形
式
を
い
ず
れ
も
重
視
し
、
か
つ
形
式
に
お
い

て
は
虛
詞
と
實
詞
の
對
應
を
重
視
し
た
。
こ
れ
は
元
代
に
「
虛
字
」
を
重
ん
じ
る
學
問
が
發
展
し
た
こ
と
と
關
係
し
て
い
る（

（8
（

。
そ
れ
に
對

し
て
、
顧
夢
麟
が
構
築
し
た
興
體
の
體
系
は
、「
押
韻
」
を
必
須
の
要
素
と
す
る
も
の
で
、
詩
經
の
章
句
を
よ
り
一
層
重
視
す
る
も
の
で
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あ
っ
た
。
こ
れ
は
明
末
の
詩
經
學
の
特
徵
を
反
映
し
て
い
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、『
說
約
』
の
經
學
的
特
徴
が
理
解
で
き
る
。
本
書
は
朱
熹
『
集
傳
』
を
主
と
す
る
が
、
朱
熹
の
說
が
詩
經
テ
キ
ス

ト
の
原
理
に
合
わ
な
い
場
合
は
、
彼
は
や
は
り
詩
經
の
テ
キ
ス
ト
に
從
っ
た
。
こ
れ
は
經
典
を
尊
重
す
る
彼
の
態
度
の
表
れ
で
あ
る
。
ま

た
、
彼
は
押
韻
に
よ
っ
て
章
や
詩
句
の
構
造
を
判
斷
し
、
文
脈
の
流
れ
を
考
察
し
た
。
こ
れ
は
彼
が
朱
公
遷
と
異
な
り
、
詩
經
テ
キ
ス
ト

の
體
系
性
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
を
自
ら
の
研
究
の
中
核
に
据
え
た
こ
と
を
示
す
。『
說
約
』
は
經
學
、
文
學
と
朱
子
學
を
融
合
し
た

著
述
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
忌
憚
な
く
言
え
ば
、
明
代
の
科
舉
が
要
求
す
る
と
こ
ろ
に
應
じ
た
が
故
に
、
彼
が
採
用
し
た
押
韻
は
、
主
に
朱
熹
の
考
え
に
基
づ

き
、『
經
典
釋
文
』・
豐
坊
『
魯
詩
世
學
』・
何
楷
『
詩
經
世
本
古
義
』・
徐
光
啓
『
毛
詩
六
帖
講
意
』
な
ど
を
補
助
的
資
料
と
し
て
用
い
た

も
の
で
あ
り
、
古
音
の
音
韻
變
化
に
對
し
て
は
と
り
わ
け
注
意
を
拂
っ
て
は
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
彼
が
押
韻
を
基
礎
と
し
て
構
築
し

た
詩
理
に
つ
い
て
は
、
な
お
今
後
さ
ら
な
る
檢
討
が
必
要
で
あ
る
。

注（1
）　

テ
キ
ス
ト
は
、
中
央
研
究
院
中
國
文
哲
研
究
所
籌
備
處
影
印
日
本
寬
文
九
年
刊
本
、
一
九
九
六
年
六
月
初
版
本
を
用
い
た
。

（
2
）　

顧
夢
麟
は
崇
禎
六
年
（
一
六
三
三
）
に
副
榜
貢
生
に
合
格
し
太
學
に
入
っ
た
が
、
生
涯
出
仕
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
彼
は
同
郡
の
楊
彝
（
一

五
八
三
～
一
六
六
一
）
と
江
蘇
一
帶
の
名
士
を
集
め
て
「
應
社
」
と
い
う
結
社
を
作
っ
た
。
彼
の
も
と
で
學
ぶ
者
は
數
百
人
を
下
ら
ず
、
往
々
に

し
て
顧
夢
麟
・
楊
彝
兩
名
の
學
說
に
從
い
、
次
々
に
科
舉
に
合
格
し
た
。
兩
名
は
科
舉
に
合
格
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
名
聲
は

高
く
鳴
り
響
き
、
呉
の
地
域
で
は
深
い
影
響
力
を
有
し
て
い
た
（
蔣
秋
華
『
詩
經
說
約
』「
導
言
」、
臺
北
・
中
國
文
哲
研
究
所
籌
備
處
、
一
九
九

六
、
四
二
～
四
三
頁
）。

（
3
）　

朱
彝
尊
著
、
侯
美
珍
等
點
校
『
點
校
補
正
經
義
考
』（
臺
北
・
中
國
文
哲
研
究
所
籌
備
處
、
一
九
九
七
、
第
四
册
、
卷
一
一
七
、
二
六
五
頁
）。
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（
4
）　

中
國
社
會
科
學
院
圖
書
館
整
理
『
續
修
四
庫
全
書
總
目
提
要
』「
經
部
、
詩
類
」（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
九
三
、
三
二
七
頁
）。

（
5
）　

劉
毓
慶
『
從
經
學
到
文
學

―
明
代
「
詩
經
」
學
史
論
』（
北
京
・
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
一
、
一
〇
一
頁
）。

（
6
）　

沙
先
一
「
顧
夢
麟
『
詩
經
說
約
』
對
朱
熹
『
詩
集
傳
』
的
補
充
與
糾
正
」（『
古
籍
研
究
』、
安
徽
大
學
文
學
院
等
、
二
〇
二
二
年
第
二
期
、
四

六
～
四
八
頁
・
六
八
頁
）。
介
金
嶸
『
宋
元
明
時
期
朱
子
「
詩
經
」
學
的
傳
承
與
嬗
變
』（
北
京
・
知
識
產
權
出
版
社
、
二
〇
二
二
、
三
七
七
～
三

九
一
頁
）。

（
7
）　

王
婉
琳
「
晚
明
社
會
變
遷
背
景
下
的
『
詩
經
說
約
』
研
究
」（
內
蒙
古
大
學
碩
士
學
位
論
文
、
二
〇
二
〇
年
六
月
）。
侯
利
利
「
顧
夢
麟
『
詩
經

說
約
』
研
究
」（
吉
林
大
學
碩
士
學
位
論
文
、
二
〇
二
一
年
五
月
）。

（
8
）　

三
浦
秀
一
「
張
自
烈
撰
『
四
書
大
全
辨
』
與
明
末
清
初
士
風
」（
李
申
・
陳
衛
平
主
編
『
哲
學
與
宗
教
』
第
六
輯
、
上
海
・
上
海
人
民
出
版
社
、

二
〇
一
二
、
四
頁
）。

（
9
）　

顧
夢
麟
「
詩
經
說
約
序
」（『
詩
經
說
約
』、
第
壹
册
、
四
～
六
頁
）。

（
10
）　

顧
夢
麟
は
「
詩
經
說
約
序
」
の
中
で
特
に
説
明
は
し
て
い
な
い
が
、『
說
約
』
に
は
、
本
文
で
言
及
し
た
著
述
の
他
に
、
陸
德
明
『
經
典
釋
文
』、

陸
聚
岡
『
詩
經
講
義
』、
黃
佐
（
一
四
九
〇
～
一
五
六
六
）『
詩
經
通
解
』、
豐
坊
（
一
四
九
二
～
一
五
六
三
）『
魯
詩
世
學
』、
馮
應
京
（
一
五
五

五
～
一
六
〇
六
）『
六
家
詩
名
物
疏
』、
陸
化
熙
（
一
六
一
三
年
進
士
） 『
詩
通
』、
徐
光
啟
（
一
五
六
二
～
一
六
三
三
）『
毛
詩
六
帖
講
意
』、
沈
守

正
（
一
五
七
二
～
一
六
二
三
）『
詩
經
說
通
』、
何
楷
（
？
～
一
六
四
五
）『
詩
經
世
本
古
義
』、
お
よ
び
朱
公
遷
『
詩
經
疏
義
』
中
に
附
載
さ
れ
る

王
逢
の
『
輯
錄
』
と
何
英
の
『
增
釋
』
が
引
用
さ
れ
る
。

（
11
）　

顧
夢
麟
撰
「
詩
經
說
約
序
」
に
、「
詩
大
全
本
疏
義
、
猶
四
書
大
全
本
輯
釋
、
皆
抹
去
向
人
、
奄
爲
己
物
。
然
四
書
大
全
之
爲
數
繁
繁
、
則
雖

費
料
揀
、
已
厭
眾
觀
。
詩
大
全
略
矣
。
至
疏
義
中
精
析
比
興
處
、
又
盡
芟
之
。
此
當
求
初
本
、
又
合
傳
・
箋
・
疏
、
及
宋
元
以
來
諸
說
家
於
紫
陽

學
揆
一
者
附
麗
焉
。
旁
見
側
出
、
令
廣
所
開
發
、
其
晷
象
・
節
候
・
疆
域
・
譜
系
・
禮
樂
・
器
物
・
卉
木
・
禽
蟲
・
小
注
未
具
者
、
皆
采
之
尚

書
・
左
氏
傳
・
國
語
・
三
禮
・
爾
雅
諸
編
、
益
拓
其
證
據
、
庶
幾
便
稽
覽
」
と
言
う
。

（
12
）　

黃
宗
羲
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

『
說
約
』
が
世
に
出
て
以
來
、
諸
書
は
み
な
廢
れ
た
。
博
士
が
講
席
に
座
っ
て
講
じ
、
学
生
が
科
舉
受
験
の
た
め
に
座
っ
て
拝
聴
す
る
の

は
、
み
な
顧
夢
麟
先
生
の
學
說
で
あ
っ
た
。
當
時
天
下
に
文
名
を
知
ら
れ
た
士
は
、
み
な
科
舉
に
合
格
せ
ん
と
の
志
を
抱
い
た
。
張
天
如
は

『
注
疏
』
に
よ
っ
て
、
楊
維
斗
は
王
・
唐
に
よ
っ
て
、
艾
千
子
は
歐
・
曾
に
よ
っ
て
、
た
だ
一
時
の
名
聲
を
誇
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
ひ
と
り

先
生
の
傳
の
み
久
し
く
し
て
も
衰
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
自
說
約
出
而
諸
書
俱
廢
。
博
士
倚
席
而
講
、
諸
生
帖
坐
而
聽
者
、
皆
先
生
之
說

也
。
當
是
時
海
内
有
文
名
之
士
、
皆
思
立
功
於
時
藝
。
張
天
如
以
註
疏
、
楊
維
斗
以
王
・
唐
、
艾
千
子
以
歐
・
曾
、
僅
風
尙
一
時
。
惟
先
生
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之
傳
、
久
而
不
衰
）（
黃
宗
羲
「
顧
麟
士
先
生
墓
誌
銘
」、『
詩
經
說
約
・
顧
夢
麟
研
究
資
料
彙
編
』、
第
伍
册
、
二
一
三
四
頁
に
收
錄
）

こ
こ
で
、
黃
宗
羲
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
『
四
書
說
約
』
で
あ
る
が
、
文
中
に
描
か
れ
て
い
る
狀
況
か
ら
、
顧
夢
麟
の
著
作
が
明
代
の
知
識

人
に
重
視
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
13
）　
『
說
約
』
は
、
日
本
で
は
ま
た
『
詩
集
傳
說
約
』『
詩
經
』
な
ど
と
も
稱
さ
れ
た
。
現
在
、
六
種
の
版
本
が
見
ら
れ
る
。

①
『
纂
序
詩
經
說
約
集
注
』
八
卷
四
册
、
內
題
『
文
治
堂
三
訂
詩
經
說
約
集
注
』、
服
部
南
郭
手
澤
本

②
『
詩
經
說
約
』
二
十
八
卷
、
三
条
通
堺
町
（
京
都
）
出
雲
寺
松
柏
堂

③
『
詩
經
說
約
』
二
十
八
卷
、
三
条
通
町
西
へ
入
町
（
京
都
）
河
南
儀
兵
衛
、
寬
文
九
年
刊
本
の
重
印
本

④
『
詩
經
說
約
』
二
十
八
卷
、
京
都
芳
野
屋
權
兵
衛
、
有
崇
禎
十
五
年
（
一
六
四
二
）
序
、
寬
文
九
年
刊
本
の
重
印
本

⑤
『
詩
經
說
約
』
二
十
八
卷
、
堺
屋
敷
、
寬
文
九
年
刊
本
の
重
印
本

⑥
『
詩
經
說
約
』
二
十
八
卷
、
出
雲
寺
和
泉
掾
、
寬
文
九
年
刊
本
の
重
印
本

（
王
曉
平
『
日
本
詩
經
要
籍
輯
考
』、
北
京
・
學
苑
出
版
社
、
二
〇
一
九
、
一
三
九
頁
、
に
據
る
）。

こ
の
他
、
江
戸
時
代
の
菅
野
侗
・
中
井
履
軒
・
中
村
惕
齋
・
豬
飼
敬
所
お
よ
び
大
正
時
代
の
釋
清
潭
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
著
述
中
に
『
說

約
』
の
內
容
を
收
錄
し
て
い
る
。

（
14
）　

顧
夢
麟
『
詩
經
說
約
』、
陳
啟
源
『
毛
詩
稽
古
編
』
お
よ
び
『
四
庫
全
書
總
目
』
は
い
ず
れ
も
こ
の
說
を
述
べ
て
い
る
（
楊
晉
龍
「《
詩
傳
大

全
》
來
源
問
題
探
究
」、
林
慶
彰
・
蔣
秋
華
主
編
『
明
代
經
學
國
際
研
討
會
論
文
集
』、
臺
北
・
中
央
研
究
院
中
國
文
哲
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
修

訂
一
版
所
收
、
三
二
一
～
三
二
二
頁
）。

（
15
）　
『
說
約
』
周
南
「
關
雎
」（
第
壹
册
、
卷
一
、
十
二
頁
）。

（
16
）　

楊
晉
龍
は
次
の
よ
う
な
主
旨
を
述
べ
て
い
る

―
顧
夢
麟
と
陳
啓
源
の
說
で
は
次
の
二
點
の
問
題
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
說
は
成

り
立
た
な
い
。
第
一
に
、
顧
夢
麟
と
陳
啓
源
は
恐
ら
く
、『
大
全
』
と
『
疏
義
』
と
が
重
複
し
て
い
る
條
目
が
、
す
べ
て
朱
公
遷
の
『
疏
義
』
に

明
・
王
逢
が
增
補
を
加
え
た
「
輯
錄
」
の
部
分
に
屬
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
こ
と
な
く
、『
大
全
』
が
『
疏
義
』
を
敷
き
寫
し
に
し
た
と
主

張
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
王
逢
に
よ
る
「
輯
錄
」
と
明
・
何
英
に
よ
る
「
增
釋
」
を
收
錄
し
た
『
疏
義
』
が
實
際
に
刊
刻
流
通
し
た
の
は
、

明
・
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、『
大
全
』
は
永
樂
十
五
年
（
一
四
一
七
）
に
刊
行
さ
れ
學
宮
に
頒
布
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
實
際
に
は
王
逢
が
『
大
全
』
の
條
目
か
ら
說
を
取
っ
た
の
で
あ
り
、『
大
全
』
が
『
疏
義
』
を
敷
き
寫
し
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

第
二
に
、
顧
夢
麟
は
明
代
の
王
逢
を
元
代
の
王
逢
と
誤
認
し
た
。
以
上
、
詳
し
く
は
楊
晉
龍
前
揭
論
文
、
三
二
七
～
三
二
九
頁
を
参
照
の
こ
と
。

筆
者
は
、
楊
氏
の
上
げ
る
第
一
の
理
由
、
顧
夢
麟
は
王
逢
と
何
英
の
說
を
朱
公
遷
の
說
と
混
同
し
た
と
い
う
の
は
、
成
立
す
る
可
能
性
は
低
い
と
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考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
顧
夢
麟
は
そ
の
注
釋
の
中
で
、「『
輯
錄
』
は
王
逢
氏
の
著
に
し
て
、『
疏
義
』
に
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
同
じ

（
增
釋
何
氏
英
著
、
亦
附
疏
義
、
下
同
）」（
周
南
「
兔
罝
」、『
疏
義
』、
第
壹
册
、
卷
一
、
五
〇
頁
）
と
述
べ
、
さ
ら
に
「『
增
釋
』
は
何
英
氏
の

著
に
し
て
、
や
は
り
『
疏
義
』
に
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
同
じ
（
增
釋
何
氏
英
著
、
亦
附
疏
義
、
下
同
）」（
王
風
「
大
車
」『
說
約
』、
第
貳
册
、

卷
六
、
三
八
七
頁
）
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
顧
夢
麟
は
朱
公
遷
の
『
疏
義
』
の
中
に
王
逢
と
何
英
の
注
釋
が
存
在
す
る

こ
と
を
す
で
に
理
解
し
、
區
別
も
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
王
何
の
說
を
朱
公
遷
の
說
と
見
な
し
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
そ
う
も
な
い
か
ら
で

あ
る
。

（
17
）　

大
雅
「
蕩
」『
說
約
』（
第
肆
册
、
卷
二
二
、
一
七
二
五
頁
）
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

麟
按
、
後
四
句
故
有
兩
解
。
一
解
由
無
人
故
不
明
、
是
責
在
輔
弼
也
、
孔
疏
、
呂
記
、
嚴
緝
、
大
全
並
同
。
一
解
由
不
明
故
無
人
、
是
責
在
舉

錯
也
。
疏
義
、
通
解
、
講
意
、
說
通
、
詩
通
、
古
義
並
同
。
然
大
約
呂
、
嚴
與
大
全
本
注
疏
、
通
解
以
下
本
疏
義
也
。
亦
不
辨
誰
爲
一
定
之
說
。

（
18
）　

こ
れ
は
、
南
宋
・
輔
廣
『
詩
童
子
問
』
の
文
で
、『
大
全
』
大
雅
「
蕩
」
に
引
用
さ
れ
る
（
卷
十
八
、
四
頁
）。

（
19
）　
『
疏
義
』
大
雅
「
蕩
」（
卷
十
八
、
七
八
九
頁
）。

（
20
）　
『
周
禮
』「
春
官
、
大
師
」
に
、「
大
師
は
六
律
、
六
同
を
掌
り
、
以
て
陰
陽
の
聲
を
合
す
…
…
六
詩
を
敎
ふ
。
曰
く
風
、
曰
く
賦
、
曰
く
比
、

曰
く
興
、
曰
く
雅
、
曰
く
頌
。
六
德
を
以
て
之
が
本
と
爲
し
て
、
六
律
を
以
て
之
が
音
と
爲
す
（
大
師
掌
六
律
、
六
同
、
以
合
陰
陽
之
聲
…
…
敎

六
詩
。
曰
風
、
曰
賦
、
曰
比
、
曰
興
、
曰
雅
、
曰
頌
。
以
六
德
爲
之
本
、
以
六
律
爲
之
音
）」
と
言
う
（
臺
北
・
藝
文
印
書
館
、
清
嘉
慶
二
十
年

南
昌
府
學
刊
本
、
一
九
五
五
、
卷
二
三
、
三
五
四
・
三
五
六
頁
）。

（
21
）　

孔
穎
達
は
、「〔
大
序
の
〕
上
文
に
は
詩
の
働
き
は
き
わ
め
て
大
き
く
、
明
ら
か
に
一
つ
の
意
義
に
よ
っ
て
言
い
尽
く
せ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

だ
か
ら
、
ま
た
「
詩
に
は
六
義
が
あ
る
」
と
言
っ
て
説
明
を
す
る
の
だ
。
一
方
、『
太
師
』
の
方
は
そ
の
上
文
に
『
詩
』
と
い
う
文
字
が
現
れ
な

い
の
で
、〔
毛
詩
大
序
の
よ
う
に
直
接
『
六
義
』
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
だ
か
ら
『
六
詩
』
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
文
の
運

び
に
よ
る
違
い
が
あ
る
が
、
そ
の
實
は
同
一
で
あ
る
（
上
言
詩
功
既
大
、
明
非
一
義
能
周
、
故
又
言
詩
有
六
義
。
大
師
上
文
未
有
詩
字
、
不
得
徑

云
六
義
、
故
言
六
詩
。
各
自
爲
文
、
其
實
一
也
）」
と
言
う
（
孔
穎
達
『
毛
詩
注
疏
』
周
南
「
關
雎
」、
臺
北
・
藝
文
印
書
館
、
清
嘉
慶
二
十
年
南

昌
府
學
刊
本
、
一
九
五
五
、
卷
一
、
十
五
頁
）。

（
22
）　

朱
熹
は
、「
案
ず
る
に
、『
周
禮
太
師
に
六
詩
を
掌
り
て
、
以
て
國
子
を
教
ふ
。
曰
く
風
、
曰
く
賦
、
曰
く
比
、
曰
く
興
、
曰
く
雅
、
曰
く
頌
』

と
言
い
、『
毛
詩
大
序
』
に
『
六
義
』
と
言
う
。
思
う
に
古
今
の
詩
の
條
理
と
は
こ
の
六
義
を
外
れ
る
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
（
按
周
禮
、
太
師

掌
六
詩
、
以
教
國
子
、
曰
風
、
曰
賦
、
曰
比
、
曰
興
、
曰
雅
、
曰
頌
、
而
毛
詩
大
序
謂
之
六
義
、
蓋
古
今
聲
詩
條
理
、
無
出
此
者
」
と
言
う
（
朱

熹
『
楚
辭
集
注
』、
朱
傑
人
主
編
『
朱
子
全
書
』
第
十
九
册
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
、
卷
一
、
二
〇
頁
）。
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（
23
）　
『
說
約
』
小
雅
「
蓼
莪
」（
第
參
册
、
卷
十
五
、
一
一
六
六
頁
）。

（
24
）　
『
說
約
』
小
雅
「
四
月
」（
第
參
册
、
卷
十
五
、
一
一
九
二
頁
）。

（
25
）　
「
氓
」
六
章
の
按
語
で
顧
夢
麟
は
、「〔「
淇
則
有
岸
、
隰
則
有
泮
」
の
〕『
岸
』
と
『
泮
』〔
と
い
う
二
つ
の
字
〕
は
、
こ
の
二
句
が
〔「
總
角
之
宴
、

言
笑
宴
宴
、
信
誓
旦
旦
、
不
思
其
反
」
の
〕
四
句
の
反
興
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。〔「
地
上
の
川
や
澤
と
い
っ
た
も
の
に
は
限
り
が
あ
っ
て

は
っ
き
り
と
わ
か
る
も
の
だ
が
、
人
閒
の
行
爲
に
は
終
わ
り
盡
き
る
こ
と
が
あ
る
の
に
そ
れ
を
思
う
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
は
興
句
と
應
句
で
意
味

を
反
轉
さ
せ
て
興
と
し
た
の
で
あ
る
（
地
有
限
止
而
可
見
、
事
有
終
窮
而
不
思
、
此
反
其
意
以
爲
興
也
）」
と
い
う
〕『
疏
義
』
の
說
は
き
わ
め
て

明
確
で
あ
る
。『
詩
緝
』
の
〔「
淇
水
に
は
岸
が
あ
り
、
澤
に
は
堤
が
あ
る
。
ど
う
し
て
あ
な
た
の
心
に
は
堤
や
岸
が
無
く
知
り
難
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
第
四
章
の
『
士
や
極
ま
る
こ
と
罔な

し
（
士
也
罔
極
）』
と
い
う
の
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
（
淇
水
則
有
岸
、
隰
則
有
陂
泮
。
何
汝
心
之
無

泮
岸
、
不
可
知
也
。
則
上
章
所
謂
罔
極
也
）」
と
い
う
〕
解
釋
は
、
蘇
轍
『
詩
集
傳
』
の
〔「
淇
水
に
は
岸
が
あ
り
、
澤
に
は
堤
が
あ
る
。
そ
れ
な

の
に
、
ど
う
し
て
あ
な
た
の
心
は
知
り
難
い
の
か
（
淇
猶
有
岸
、
隰
猶
有
畔
。
何
女
心
之
不
可
知
也
）
と
い
う
〕
解
釋
に
基
づ
く
も
の
だ
が
、
さ

ら
に
一
層
理
解
を
深
め
て
い
る
。
故
に
、
六
義
に
つ
い
て
先
儒
が
ま
だ
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
も
の
が
な
お
あ
る
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
類
で

あ
る
（
岸
、
泮
之
云
、
以
兩
句
反
興
四
句
也
、
疏
義
說
大
明
。
詩
緝
本
子
由
、
然
多
一
層
矣
。
故
曰
六
義
於
先
儒
尚
有
未
明
者
、
凡
此
類
）」
と

言
う
（『
說
約
』
衛
風
「
氓
」、
第
壹
册
、
卷
五
、
三
二
九
頁
）。
つ
ま
り
、
顧
夢
麟
の
見
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
學
者
の
解
釋
は
一
樣
で
は
な

い
が
、
そ
の
中
で
も
朱
公
遷
の
六
義
に
つ
い
て
の
說
明
が
最
も
明
晰
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
26
）　

史
甄
陶
「
朱
公
遷
『
詩
經
疏
義
』
對
『
詩
集
傳
』
的
繼
承
與
發
展

―
以
「
興
」
體
詩
的
闡
釋
爲
中
心
」（『
臺
大
中
文
學
報
』、
第
六
三
期
、

二
〇
一
八
年
十
二
月
）。

（
27
）　
『
說
約
』
周
南
「
關
雎
」（
第
壹
册
、
卷
一
、
十
一
～
十
二
頁
）。

（
28
）　
「
麟
每
言
興
與
比
相
似
、
只
『
有
炤
應
』
爲
興
、『
無
炤
應
』
爲
比
、
皆
與
朱
子
之
言
合
」（『
說
約
』
周
南
「
關
雎
」、
第
壹
册
、
卷
一
、
十
四

～
十
五
頁
）。

譯�

者
補
記

―
「
炤
」
は
「
照
」
の
異
體
字
。
以
下
、
原
典
か
ら
の
引
用
の
場
合
は
「
炤
」
で
表
記
す
る
が
、
本
論
文
著
者
の
論
述
部
分
で
は

讀
者
の
理
解
の
便
宜
を
考
慮
し
て
「
照
」
の
字
を
用
い
る
。

（
29
）　
『
說
約
』
周
南
「
關
雎
」（
第
壹
册
、
卷
一
、
十
二
～
十
三
頁
）。

（
30
）　
『
大
全
』
小
雅
「
南
山
有
臺
」（
卷
九
、
五
二
一
頁
）。

（
31
）　
『
疏
義
』
小
雅
「
南
山
有
臺
」（
五
二
一
頁
）

（
32
）　

朱
公
遷
は
「
南
山
有
臺
」
首
章
を
說
明
し
て
、「
こ
れ
は
、
山
に
は
臺
と
か
萊
と
か
の
草
が
生
え
て
い
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
、
二
つ
の
句
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に
分
け
て
表
現
し
て
い
る
の
は
互
文
で
あ
る
（
此
言
山
有
臺
・
萊
耳
。
分
屬
兩
句
、
互
文
也
）」
と
言
い
、
ま
た
「
南
山
や
北
山
に
は
、
臺
が
生

え
ま
た
萊
が
生
え
て
い
る
。
君
子
た
る
人
に
は
德
が
あ
り
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
福
が
あ
る
（
南
山
北
山
有
臺
又
有
萊
、
君
子
之
人
有
德
又
有
此

福
）」
と
言
う
（『
疏
義
』
小
雅
「
南
山
有
臺
」、
卷
九
、
五
一
九
頁
）。
彼
が
、
興
句
二
句
は
互
文
と
し
て
解
釋
す
べ
き
で
、
應
句
も
ま
た
同
樣
に

互
文
と
し
て
解
釋
す
べ
き
と
主
張
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
33
）　
『
說
約
』
小
雅
「
南
山
有
臺
」（
卷
十
二
、
八
七
三
頁
）。

（
34
）　
『
疏
義
』
は
、
文
勢
が
順
か
反
か
と
い
う
說
明
の
し
か
た
を
す
で
に
提
唱
し
て
い
る
（『
疏
義
』
周
南
「
關
雎
」、
卷
一
、
二
〇
四
頁
）。

（
35
）　
『
說
約
』
小
雅
「
四
月
」（
第
參
册
、
卷
十
五
、
一
一
九
一
頁
）。

（
36
）　
『
說
約
』
小
雅
「
四
月
」（
第
參
册
、
卷
十
五
、
一
一
九
一
頁
）。

（
37
）　
『
說
約
』
小
雅
「
四
月
」（
第
參
册
、
卷
十
五
、
一
一
九
〇
頁
）。

（
38
）　
『
說
約
』
小
雅
「
四
月
」（
第
參
册
、
卷
十
五
、
一
一
九
〇
頁
）。

（
39
）　
『
說
約
』
小
雅
「
四
月
」（
第
參
册
、
卷
十
五
、
一
一
九
一
頁
）。

（
40
）　
『
說
約
』
鄭
風
「
野
有
蔓
草
」（
第
貳
册
、
卷
六
、
四
三
八
頁
）。

（
41
）　
『
說
約
』
鄭
風
「
野
有
蔓
草
」（
第
貳
册
、
卷
六
、
四
三
八
頁
）。

（
42
）　
『
說
約
』
小
雅
「
車
舝
」（
第
肆
册
、
卷
十
七
、
一
三
一
八
頁
）。

（
43
）　

朱
熹
の
「
車
舝
」
四
章
の
注
は
、「
岡
に
登
っ
て
薪
を
伐
れ
ば
、
そ
の
葉
が
び
っ
し
り
生
え
て
い
る
。
私
は
あ
な
た
を
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

我
が
心
は
安
ら
ぐ
（
陟
岡
而
析
薪
、
則
其
葉
湑
兮
矣
。
我
得
見
爾
、
則
我
心
寫
兮
矣
）」（『
集
傳
』
小
雅
「
車
舝
」、
卷
十
四
、
二
五
一
頁
）
と
言

い
、「
而
」
と
「
則
」
の
字
を
轉
折
詞
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
興
體
の
詩
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
說
明
す
る
と
と
も
に
、
興
の
範
圍
を
示
し

て
い
る
。

（
44
）　
『
說
約
』
秦
風
「
車
鄰
」（
第
貳
册
、
卷
六
、
五
六
〇
頁
）。

（
45
）　
『
集
傳
』
小
雅
「
車
舝
」（
卷
十
四
、
二
五
一
頁
）。

（
46
）　
「
私
が
考
え
る
に
、
こ
の
章
は
前
二
句
に
よ
っ
て
後
四
句
を
興
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
た
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。『
集
傳
』
の
注
を
見
る
と
、

三
つ
の
『
則
』
の
字
を
使
っ
て
解
說
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、『
馬
服
す
』
を
『
四
牡　

騑ひ

ひ騑
た
り
』
と
言
い
、『
御
良
』

を
『
六
轡
如
琴
』
と
言
っ
て
、
こ
れ
が
『
高
山
』
と
『
景
行
』
と
に
照
應
さ
せ
、
や
は
り
二
つ
の
事
柄
を
二
つ
の
事
柄
に
興
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
を
よ
く
よ
く
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
麟
按
、
此
章
以
二
句
興
四
句
、
又
一
體
也
、
觀
集
傳
三
則
字
可
見
。
然
馬
服
言
四
牡
騑
騑
、
御
良

言
六
轡
如
琴
、
炤
高
山
、
景
行
、
亦
是
以
兩
項
興
兩
項
、
須
有
分
曉
）」（『
說
約
』
小
雅
「
車
舝
」、
第
肆
册
、
卷
十
七
、
一
三
一
九
～
一
三
二
〇
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頁
）。

（
47
）　
『
說
約
』
が
『
疏
義
』
の
注
解
を
引
用
し
て
い
る
の
は
合
計
三
六
七
箇
所
あ
る
。
顧
夢
麟
は
朱
公
遷
が
文
學
的
觀
點
か
ら
詩
經
を
解
釋
し
て
い

る
こ
と
に
注
意
す
る
以
外
に
、
同
時
に
朱
公
遷
が
理
學
思
想
に
よ
っ
て
詩
經
の
內
容
を
解
釋
し
て
い
る
例
も
、
顧
夢
麟
は
集
注
の
中
に
入
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
按
語
中
で
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
直
接
議
論
は
行
っ
て
い
な
い
。

（
48
）　
『
說
約
』
小
雅
「
青
蠅
」（
第
肆
册
、
卷
十
七
、
一
三
二
一
～
一
三
二
二
頁
）。

（
49
）　
『
說
約
』
邶
風
「
雄
雉
」（
第
壹
册
、
卷
三
、
一
七
五
～
一
七
六
頁
）。

（
50
）　
『
疏
義
』
鄭
風
「
蘀
兮
」（
卷
四
、
三
五
八
頁
）。

（
51
）　
『
說
約
』
鄭
風
「
蘀
兮
」（
第
貳
册
、
卷
六
、
四
二
四
頁
）。

（
52
）　
『
疏
義
』
齊
風
「
東
方
之
日
」（
卷
五
、
三
七
一
頁
）。

（
53
）　
『
說
約
』
齊
風
「
東
方
之
日
」（
第
貳
册
、
卷
六
、
四
五
六
頁
）。

（
54
）　
『
說
約
』
邶
風
「
簡
兮
」（
第
壹
册
、
卷
三
、
二
一
一
～
二
一
二
頁
）。

（
55
）　

同
樣
の
例
と
し
て
、
小
雅
「
常
棣
」
三
章
を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
顧
夢
麟
は
、「
こ
れ
は
第
一
句
〔「
セ
キ
レ
イ
が
危
險
を
知
ら
せ
よ
う
と

鳴
き
な
が
ら
空
を
飛
び
、
尾
羽
を
震
わ
せ
て
野
原
を
步
い
て
い
る
（
脊
令
在
原
）」〕
に
よ
っ
て
第
二
句
〔「
兄
弟
が
危
急
の
難
に
遭
っ
て
い
る

（
兄
弟
急
難
）」〕
を
興
す
る
。『
詩
集
傳
』
注
文
の
『
而
言
』
の
二
字
を
見
る
と
、
そ
の
下
の
〔「
危
難
の
時
に
は
よ
き
友
が
い
た
と
し
て
も
、
長

く
歎
く
に
す
ぎ
な
い
（
每
有
良
朋
、
況
也
永
歎
）」〕
二
句
は
話
題
が
變
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
此
以
第
一
句
興
第
二
句
、
觀
注
而
言
二
字
、

卽
知
後
二
句
另
說
」（『
說
約
』
小
雅
「
常
棣
」、
第
貳
册
、
卷
十
一
、
七
九
三
頁
）。

（
56
）　
『
說
約
』
周
南
「
關
雎
」（
第
一
册
、
卷
一
、
十
一
頁
）。

（
57
）　
『
集
傳
』
周
南
『
關
雎
』（
卷
一
、
二
頁
）。

（
58
）　
『
集
傳
』
鄘
風
「
相
鼠
」（
卷
三
、
五
〇
頁
）。

（
59
）　
『
說
約
』
唐
風
「
山
有
樞
」（
第
貳
册
、
卷
八
、
五
一
九
～
五
二
〇
頁
）。

（
60
）　
『
說
約
』
唐
風
「
杕
杜
」（
第
貳
册
、
卷
八
、
五
三
四
頁
）。

（
61
）　
『
說
約
』
召
南
「
江
有
汜
」
に
、「
麟
按
、
通
解
謂
首
一
句
興
下
四
句
、
炤
水
決
復
入
、
於
理
亦
通
。
然
據
集
傳
猶
字
・
乃
字
、
自
是
反
興
、
當

三
句
便
止
。
四
・
五
句
另
轉
耳
」（
第
壹
册
、
卷
二
、
一
一
八
頁
）
と
言
う
。

（
62
）　
『
說
約
』
鄭
風
「
山
有
扶
蘇
」（
第
貳
册
、
卷
八
、
四
四
二
頁
）。

（
63
）　

朱
熹
『
詩
集
傳
』「
詩
序
辨
說
」、
三
一
頁
。
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（
64
）　
顧
夢
麟
は
、
朱
熹
『
集
傳
』
中
の
す
べ
て
の
内
容
が
、
み
な
詩
篇
中
の
文
字
と
嚴
密
な
對
應
關
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
注
意

し
て
い
た
。
朱
熹
が
小
雅
「
節
南
山
」
二
章
に
つ
い
て
行
っ
た
注
解
中
の
句
を
取
り
上
げ
て
、
顧
夢
麟
は
「『
集
傳
』
は
「
而
其
所
爲
不
善
」
と

い
う
一
句
を
補
っ
て
注
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
手
法
で
詩
篇
を
解
釋
す
る
こ
と
も
ま
た
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
り
に
こ
れ
を
詩
篇
の
内
容

だ
と
考
え
た
ら
そ
れ
は
閒
違
い
で
あ
る
。
以
下
、
朱
熹
が
句
を
補
っ
て
注
し
て
い
る
の
は
み
な
同
樣
の
手
法
で
あ
る
（
注
補
而
其
所
爲
不
善
一
句
、

豈
不
可
以
解
詩
。
要
以
入
詩
非
也
。
下
凡
朱
註
用
補
句
者
類
然
）」
と
言
う
。
こ
れ
は
朱
熹
が
「
節
南
山
」
二
章
の
「
憂
心
如
惔
」
を
解
釋
す
る

直
前
に
「
而
其
所
爲
不
善
」
と
い
う
一
句
を
記
し
た
の
は
詩
篇
の
意
味
を
解
釋
す
る
た
め
に
補
充
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
詩
句
の
内

容
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
の
で
、『
集
傳
』
の
補
句
に
つ
い
て
は
注
意
し
て
、
通
常
の
注
解
の
句
と
は
區
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
言
う
（『
說
約
』
小
雅
「
節
南
山
」、
第
参
册
、
卷
十
四
、
一
〇
二
四
頁
）。

（
65
）　
詩
篇
の
あ
る
字
が
押
韻
字
で
あ
る
か
否
か
を
顧
夢
麟
が
判
斷
す
る
際
は
、
朱
熹
の
「
叶
韻
」
說
を
根
據
と
す
る
。

（
66
）　
顧
夢
麟
は
『
說
約
』
の
中
に
す
で
に
孔
穎
達
の
こ
の
發
言
を
收
錄
し
て
注
解
と
し
て
い
る
。「
詩
の
本
質
的
な
性
格
は
、
必
ず
韻
に
よ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
か
り
に
韻
を
踏
ま
な
い
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
古
人
の
韻
が
我
々
の
そ
れ
と
は
合
わ
な
い
と
い
う
だ
け

の
こ
と
で
あ
る
（
詩
之
大
體
、
必
須
依
韻
。
其
有
乖
者
、
古
人
之
韻
不
協
耳
）」（『
說
約
』
周
南
「
關
雎
」、
第
壹
册
、
卷
一
、
二
三
頁
）。

（
67
）　『
說
約
』
秦
風
「
駟
驖
」（
第
貳
册
、
卷
八
、
五
六
三
～
五
六
四
頁
）。

（
68
）　『
說
約
』
秦
風
「
駟
驖
」（
第
貳
册
、
卷
八
、
五
六
四
頁
）。

（
69
）　『
說
約
』「
序
」（
第
壹
册
、
七
頁
）。

（
70
）　
顧
夢
麟
は
「
關
雎
」
を
、
朱
熹
の
說
に
從
っ
て
三
章
に
分
章
す
る
（
毛
傳
・
鄭
箋
・
正
義
は
五
章
に
分
章
す
る
）。

（
71
）　『
說
約
』
周
南
「
關
雎
」（
第
壹
册
、
卷
一
、
十
九
～
二
〇
頁
）。

（
72
）　『
說
約
』
周
南
「
關
雎
」（
第
壹
册
、
卷
一
、
二
〇
頁
）。

（
73
）　「
詩
章
之
體
、
皆
以
兩
句
爲
一
連
、
四
句
爲
一
截
。
前
章
興
處
、
必
至
『
求
之
』
便
止
。
下
四
句
又
深
言
其
思
之
極
也
」（『
說
約
』
周
南
「
關

雎
」、
第
壹
冊
、
卷
一
、
十
九
頁
）。

（
74
）　『
說
約
』
周
南
「
關
雎
」（
第
壹
冊
、
卷
一
、
十
九
頁
）。

（
75
）　『
說
約
』
秦
風
「
終
南
」（
第
貳
册
、
卷
八
、
五
八
〇
頁
）。

（
76
）　
同
右
。

（
77
）　「
虛
、
起
呂
反
、
本
與
楚
叶
。
又
升
虛
、
望
楚
平
對
。
京
、
居
良
反
、
本
與
堂
・
桑
・
臧
叶
。
而
望
楚
與
堂
・
景
山
與
京
亦
平
對
。
上
以
一
項

對
一
項
、
下
以
兩
項
對
兩
項
、
斷
然
不
易
也
。
降
觀
三
句
、
自
作
一
氣
遞
下
。
若
必
以
望
景
觀
卜
作
四
下
平
對
、
而
末
句
總
承
、
如
通
解
・
講
意
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之
說
、
牽
彊
不
成
話
甚
矣
」（『
說
約
』
鄘
風
「
定
之
方
中
」、
第
壹
册
、
卷
四
、
二
七
三
頁
）。

（
78
）　
『
說
約
』「
序
」（
第
壹
册
、
十
五
～
十
六
頁
）。

（
79
）　
「
明
成
祖
文
皇
帝
御
製
序
」（
侯
美
珍
等
點
校
『
點
校
補
正
經
義
考
』
卷
二
五
六
所
收
。
臺
北
・
中
國
文
哲
研
究
所
籌
備
處
、
一
九
九
七
、
第
七

册
、
六
二
三
頁
）。

（
80
）　

元
代
に
出
版
さ
れ
た
盧
以
緯
の
著
し
た
『
語
助
』
は
、
虛
字
に
關
す
る
研
究
と
し
て
は
、
中
國
最
初
の
專
書
で
あ
る
。
こ
の
書
は
泰
定
元
年

（
一
三
二
四
）
に
初
刻
さ
れ
た
が
、
朱
公
遷
の
『
疏
義
』
は
そ
の
序
に
據
れ
ば
、
至
正
七
年
（
一
三
四
七
）
の
成
立
で
、『
語
助
』
か
ら
隔
た
る
こ

と
約
二
十
三
年
で
あ
る
。
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